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(57) Abstract: Among objects in iront o f a main subiect, an object having
a shift vector having a magnitude o f a predetermined threshold value or

ί more i s determined as a target subject. The background image o f a right-
eye image i s extracted fixim a left-eye image and i s combined with the
right-eye image, thereby removing the target subject from the right-eye im
age. Further, the target subject i s combined at the position i n the left-eye
image corresponding to the position o f the target subject in the right-eye
image, thereby doubly displaying the target subject in the left-eye image.
The right-eye image fixim which the target suoject i s removed and the left-
eye image in which the target suoject i s doubly displayed are three-dimen-
sionally displayed on a monitor (16). This enables the target subject not t o
b e seen as a three-dimensional image. Furthermore, this enables a three-di
mensional image t o be displayed i n consideration o f the fatigue o f user's
eyes.

(57) 要約： 主要被写体 よ りも手前 に ある物体の うち、ずれ
べク トルの大 きさが所定の閾値以上である場合物体 を対象被
写体 と判定す る。左 目用画像か ら右 目用画像の背景画像 を抽
出 し、右 目用画像の背景画像 を右 目用画像 に合成 して右 目用
画像か ら対象被写体 を削除す る。また、左 目用画像の右 目用
画像 における対象被写体の位置 に対象被写体 を合成す ること
で、左 目用画像 に対象被写体 を二重表示 させ る。 対象被写
体が削除 された右 目用画像 と対象被写体が二重表示 された左
目用画像 とがモニタ 1 6 に表示 され、立体表示が行われ る。
これ によ リ、対象被写体 を三次元に見 えないよ うにす ること
ができる。ひいては、ユーザ一の 目の疲弊 を考慮 して立体画
像 を表示す ることが可能 となる。
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明 細 書

発明の名称 ：

立体画像表示装置、立体画像表示方法、立体画像表示プログラム及び記録

媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は立体画像表示装置、立体画像表示方法、立体画像表示プログラム

及び記録媒体に係り、特に、ユーザーの目の疲弊を考慮 して立体画像を表示

可能な立体画像表示装置、立体画像表示方法、立体画像表示プログラム及び

記録媒体に関する。

背景技術

[0002] 立体画像を再生する方法として、例えばパララックスバリア方式と呼ばれ

る方法を用いた立体表示装置がある。左目用の画像と右目用の画像のそれぞ

れを画像の垂直走査方向に短冊状に分解 し、交互に並べて一枚の画像とし、

画像と短冊状のスリツ卜とを重ねて表示すると、短冊状に配置された左目用

の画像はユーザ一の左眼で視認され、右目用の画像は右眼で視認される。

[0003] 図 1 3 A は、 2 つの撮像系を搭載 し、右撮像系で右目用画像を撮影 し、左

撮像系で左目用画像を撮影する多眼力メラを用いて立体撮影 した時の物体 A

、物体 B、物体C と多眼力メラの位置関係を示す。右撮像系の光軸と左撮像

系の光軸が交わる場所がクロスポイントである。物体 A 、物体 B はクロスポ

イン卜より多眼力メラに近い側 （以下、手前側という）にあり、物体C はク

ロスポイントより多眼力メラから遠い側 （以下、奥側という）にある。

[0004] このようにして撮影された画像を立体表示装置で表示すると、クロスボイ

ン卜にある被写体は表示面上に表示されているように見え （視差量が 0 ) 、

クロスポイントより手前側にある被写体は表示面より飛びだして見え、ク口

スポイン卜より奥側にある被写体は表示面より引つこんで見える。すなわち

、図 1 3 B に示すように、物体C は表示面より引つこんで見え、物体 A は表

示面より少し飛びだして見え、物体 B は表示面よりかなり飛びだして見える



[0005] このような立体表示装置のうち、特に小型で持ち運びが可能な立体表示装

置では、大型の立体表示装置と比較 して立体表示装置とュ一ザ一 （ュ一ザ一

の両眼）との距離が短くなる。そのため、図 1 3 B 中の物体 B のように表示

装置からの飛び出し量が大きくなると、ユーザーが寄り目になりすぎて疲弊

してしまう可能性が大きくなる。

[0006] このような問題を解決するために、特許文献 1 には、撮影 した三次元画像

を再生した場合に、三次元表示に適さない場合には、別の表示形態 （例えば

、 2 次元表示や、視差量を小さくして立体感を弱くなるように補正した三次

元表示）で表示することが記載されている。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 5 _ 1 6 7 3 1 0 号公報

発明の概要

[0008] しかしながら、特許文献 1 に記載の発明では、三次元画像の立体感がなく

なったり、全体的に立体感が弱くなつたりしてしまうという問題がある。

[0009] 特許文献 1 に記載の発明に記載の方法以外に、ユーザーが寄り目になり過

ぎるのを防止する方法として、最も手前にある被写体が表示面上に表示され

るように、左目用の画像と右目用の画像の視差を調整することが考えられる

。 しかしながら、最も手前にある物体を表示面上に表示させようとすると、

全ての被写体が表示面の奥方向に立体表示されるように調整することとなる

ため、遠景 （奥側にある被写体）が見づらくなつてしまうという問題がある

[001 0] 本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、ユーザ一が寄り目にな

りすぎず、かつ遠景が見づらくなることを防止し、ユーザ一の目の疲弊を防

止することができる立体画像表示装置、立体画像表示方法、立体画像表示プ

ログラム及び記録媒体を提供することを目的とする。



課題を解決するための手段

[001 1] 前記目的を達成するために、第 1 の態様に係る立体画像表示装置は、左目

用画像及び右目用画像を取得する取得部 と、前記左目用画像及び前記右目用

画像を立体画像 として認識可能に表示させる表示部 と、前記左目用画像及び

前記右目用画像を前記表示部に表示させた時に、前記表示部の表示面から飛

び出す方向の視差を有する被写体 （以下、対象被写体という）を前記左目用

画像及び前記右目用画像のそれぞれから抽出する対象被写体抽出部 と、前記

対象被写体抽出部により抽出された前記対象被写体に基づいて前記左目用画

像及び前記右目用画像に対 して画像処理を行う画像処理部であって、前記左

目用画像における前記対象被写体の位置及び前記右目用画像における前記対

象被写体の位置の 2 つの位置に前記対象被写体の画像 （以下、対象被写体像

という）を表示させる処理 （以下、前記対象被写体像を二重表示させる処理

という）を前記左目用画像及び前記右目用画像のいずれか一方 （以下、第 1

の画像 という）に対 して行うと共に、前記左目用画像及び前記右目用画像の

うちの前記第 1 の画像以外の画像 （以下、第 2 の画像 という）から前記対象

被写体像を削除する処理を行う、又は前記対象被写体像を二重表示させる処

理を前記左目用画像及び前記右目用画像に対 して行う画像処理部 と、前記画

像処理部により画像処理が行われた左目用画像及び右目用画像を前記表示部

に表示させる表示制御部 と、を備える。

[001 2 ] 第 1 の態様に係る立体画像表示装置によれば、左目用画像及び右目用画像

を表示部に表示させた時に、表示部の表示面から飛び出す方向の視差を有す

る被写体 （以下、対象被写体という）を左目用画像及び右目用画像のそれぞ

れから抽出 し、左目用画像における対象被写体の位置及び右目用画像におけ

る対象被写体の位置の 2 つの位置に対象被写体像を表示させる処理 （以下、

対象被写体像を二重表示させる処理 という）を左目用画像及び右目用画像の

いずれか一方 （以下、第 1 の画像 という）に対 して行い、かつ前記左目用画

像及び前記右目用画像のうちの前記第 1 の画像以外の画像 （以下、第 2 の画

像 という）から前記対象被写体像を削除する処理を行い、処理後の右目用画



像及び左目用画像を立体表示させる。これにより、対象被写体を三次元に見

えないようにすることができる。

[001 3] また、第 1 の態様に係る立体画像表示装置によれば、対象被写体を左目用

画像及び右目用画像のそれぞれから抽出 し、対象被写体像を二重表示させる

処理を左目用画像及び右目用画像に対 して行い、処理後の右目用画像及び左

目用画像を立体表示させる。これにより、対象被写体を立体視できないよう

にすることができる。これにより、対象被写体を三次元に見えにくくするこ

とができる。

[0014] したがって、ユーザ一が寄 り目になりすぎず、ユーザ一の目の疲弊を防止

することができる。また、対象被写体以外は画像処理を行わないため、遠景

が見づらくなることを防止することもできる。

[001 5] 第 2 の態様によれば、第 1 の態様に係る立体画像表示装置において、前記

対象被写体抽出部は、前記表示部の表示面から飛び出す方向の視差が所定の

大きさ以上である被写体を前記対象被写体として抽出する。

[001 6] 第 2 の態様に係る立体画像表示装置では、表示部の表示面から飛び出す方

向の視差が所定の大きさ以上である被写体を対象被写体として抽出するため

、ユーザーの目を疲労させない程度の飛び出 し量の被写体を対象被写体とし

て抽出することを防止することができる。

[001 7] 第 3 の態様によれば、第 1 又は第 2 の態様に係る立体画像表示装置は、前

記左目用画像及び前記右目用画像から主要被写体を抽出する主要被写体抽出

部と、前記左目用画像における前記主要被写体の位置と、前記右目用画像に

おける前記主要被写体の位置とがー致するように前記左目用画像又は前記右

目用画像を水平方向にずらすことで視差ずらしを行う視差ずらし部とをさら

に備え、前記対象被写体抽出部は、前記視差ずらし部により視差ずらしが行

われた後の左目用画像又は右目用画像のそれぞれから前記対象被写体を抽出

し、前記画像処理部は、前記視差ずらし部により視差ずらしが行われた後の

左目用画像における前記対象被写体の位置及び前記視差ずらし部により視差

ずらしが行われた後の右目用画像における前記対象被写体の位置の 2 つの位



置に前記対象被写体を表示させることで前記対象被写体を二重表示させる。

[001 8] 第 3 の態様に係る立体画像表示装置では、左目用画像における主要被写体

の位置と右目用画像における主要被写体の位置とがー致するように左目用画

像又は右目用画像を水平方向にずらすことで視差ずらしが行われた後の左目

用画像又は右目用画像のそれぞれから対象被写体を抽出する。また、視差ず

らしが行われた後の左目用画像における対象被写体の位置及び視差ずらしが

行われた後の右目用画像における対象被写体の位置の 2 つの位置に対象被写

体を表示させることで対象被写体を二重表示させる。これにより、主要被写

体が表示面に表示され、主要被写体より手前側にある被写体について画像処

理を行うことができる。主要被写体が表示面に表示されるため、ユーザ一が

主要被写体に注目した際に、ユーザ一の目の焦点が表示面に合うことになる

。そのため、ユーザ一の目の疲労をさらに軽減することが出来る。

[001 9] 第 4 の態様によれば、第 1 から第 3 のいずれかの態様に係る立体画像表示

装置は、前記左目用画像及び前記右目用画像から所定の被写体を抽出 し、前

記所定の被写体の前記第 1 の画像における位置に対する前記第 2 の画像にお

ける位置のずれを示すずれべク トルを前記所定の被写体のずれべク トルとし

て算出する処理を前記左目用画像及び前記右目用画像に含まれる全ての被写

体に対 して行うずれべク トル算出部をさらに備え、前記対象被写体抽出部は

、前記ずれべク トル算出部により算出されたずれべク トルに基づいて前記対

象被写体を抽出する。

[0020] 第 4 の態様に係る立体画像表示装置では、第 1 の画像の位置に対する第 2

の画像の位置のずれを示すずれべク トルを左目用画像及び右目用画像に含ま

れる全ての被写体に対 して算出 し、ずれべク トルに基づいて対象被写体を抽

出する。これにより、対象被写体を容易に抽出することができる。

[0021 ] 第 5 の態様によれば、第 4 の態様に係る立体画像表示装置において、前記

画像処理部は、前記第 1 の画像から前記対象被写体像を抽出 し、この前記第

1 の画像から抽出された対象被写体像から前記ずれべク トル算出部により前

記対象被写体に対 して算出されたずれべク トルだけ移動させた位置に前記対



象被写体像を合成することで、前記第 1の画像に前記対象被写体像を二重表

示させる装置と、前記第 2 の画像から前記対象被写体像及びその周囲の画像

を抽出し、この前記第 2 の画像から抽出された周囲の画像に基づいて前記第

2 の画像における前記対象被写体の背景 （以下、背景画像という）を前記第

1の画像から抽出し、この前記第 1の画像より抽出された背景画像を前記第

の画像の前記抽出された対象被写体像に重ねて合成することで前記第 2 の

画像から前記対象被写体像を削除する装置と、を有する。

[0022] 第 5 の態様に係る立体画像表示装置では、第 1の画像から対象被写体像を

抽出し、第 1の画像の対象被写体から対象被写体のずれべクトルだけ移動さ

せた位置に対象被写体像を合成することで、第 1の画像に対象被写体像を二

重表示させる。また、第 2 の画像から対象被写体像及びその周囲の画像を抽

出し、第 2 の画像から抽出された周囲の画像に基づいて第 2 の画像の背景画

像を第 1の画像から抽出し、第 1の画像より抽出された背景画像を第 2 の画

像の対象被写体像に重ねて合成することで前記第 2 の画像から前記対象被写

体像を削除する。これにより、対象被写体を三次元に見えないようにするこ

とができる。

[0023] 第 6 の態様によれば、第 5 の態様に係る立体画像表示装置において、前記

画像処理部は、前記第 1の画像から前記対象被写体像を抽出し、この前記第

1の画像から抽出された対象被写体像から前記ずれべクトル算出部により前

記対象被写体に対して算出されたずれべクトルだけ移動させた位置に前記対

象被写体像を半透明化して合成することで、前記第 1の画像に前記対象被写

体像を二重表示させる。

[0024] 第 6 の態様に係る立体画像表示装置では、第 1の画像から対象被写体像を

抽出し、第 1の画像の対象被写体から対象被写体のずれべクトルだけ移動さ

せた位置に対象被写体像を半透明化して合成することで、第 1の画像に対象

被写体を二重表示させる。これにより、主要被写体を目立たなくすることが

できる。

[0025] 第 7 の態様によれば、第4 の態様に係る立体画像表示装置において、前記



画像処理部は、前記第 1 の画像から前記対象被写体像を抽出し、この前記第

1 の画像から抽出された対象被写体像から前記ずれべク トル算出部により前

記対象被写体に対 して算出されたずれベク トル （以下、対象被写体のずれべ

ク トルという）だけ移動させた位置に前記対象被写体像を半透明化 して合成

すると共に、前記第 2 の画像から前記対象被写体像を抽出し、この前記第 2

の画像から抽出された対象被写体像から前記対象被写体のずれべク トルの大

きさだけ前記対象被写体のずれべク トルと反対方向に移動させた位置に前記

対象被写体像を半透明化 して合成することで、前記第 1 の画像及び前記第 2

の画像に前記対象被写体像を二重表示させる。

[0026] 第 7 の態様に係る立体画像表示装置では、第 1 の画像から対象被写体像を

抽出し、第 1 の画像の対象被写体から対象被写体のずれべク トルだけ移動さ

せた位置に対象被写体像を半透明化 して合成することで、第 1 の画像に対象

被写体像を二重表示させると共に、第 2 の画像から対象被写体像を抽出し、

第 2 の画像の対象被写体から対象被写体のずれべク トルの大きさだけ対象べ

ク トルの方向と反対方向に移動させた位置に対象被写体像を半透明化 して合

成することで、第 2 の画像に対象被写体像を二重表示させる。これにより、

対象被写体を三次元に見えにくくすることができる。

[0027] 第 8 の態様によれば、第4 の態様に係る立体画像表示装置において、前記

画像処理部は、前記第 1 の画像から前記対象被写体像を抽出し、この前記第

1 の画像から抽出された対象被写体像から前記ずれべク トル算出部により前

記対象被写体に対 して算出されたずれベク トル （以下、対象被写体のずれべ

ク トルという）だけ移動させた位置に前記対象被写体像を半透明化 して合成

すると共に、前記第 2 の画像から前記対象被写体像を抽出し、この前記第 2

の画像から抽出された対象被写体像から前記対象被写体のずれべク トルの大

きさだけ前記対象被写体のずれべク トルと反対方向に移動させた位置に前記

対象被写体像を半透明化 して合成する装置と、前記第 2 の画像から前記対象

被写体像及びその周囲の画像を抽出し、この前記第 2 の画像から抽出された

周囲の画像に基づいて前記第 2 の画像における前記対象被写体の背景 （以下



、背景画像という）を前記第 1の画像から抽出し、前記第 1の画像から抽出

された背景画像を半透明化して前記第 2 の画像の前記抽出された対象被写体

像に合成すると共に、前記第 1の画像から前記対象被写体像及びその周囲の

画像を抽出し、この前記第 1の画像から抽出された周囲の画像に基づいて前

記第 1の画像における背景画像を前記第 2 の画像から抽出し、この前記第 2

の画像から抽出された背景画像を半透明化して前記第 1の画像の前記抽出さ

れた対象被写体像に合成する装置と、を有する。

[0028] 第 8 の態様に係る立体画像表示装置では、第 1の画像から対象被写体像を

抽出し、第 1の画像の対象被写体像から対象被写体のずれべクトルだけ移動

させた位置に対象被写体像を半透明化して合成することで、第 1の画像に対

象被写体像を二重表示させると共に、第 2 の画像から対象被写体像を抽出し

、第 2 の画像の対象被写体像から対象被写体のずれべクトルの大きさだけ対

象べクトルの方向と反対方向に移動させた位置に対象被写体像を半透明化し

て合成することで、第 2 の画像に対象被写体像を二重表示させる。また、第

2 の画像から対象被写体像及びその周囲の画像を抽出し、第 2 の画像から抽

出された周囲の画像に基づいて第 2 の画像の背景画像を第 1の画像から抽出

し、第 1の画像から抽出された背景画像を半透明化して第 2 の画像の対象被

写体像に重ねて合成すると共に、第 1の画像から対象被写体像及びその周囲

の画像を抽出し、第 1の画像から抽出された周囲の画像に基づいて第 1の画

像の背景画像を第 2 の画像から抽出し、第 2 の画像から抽出された背景画像

を半透明化して第 1の画像の対象被写体像に重ねて合成する。これにより、

対象被写体を三次元に見えにくくすることができる。

[0029] 第 9 の態様によれば、第 6 から第 8 の態様のいずれかに係る記載の立体画

像表示装置において、前記画像処理部は、前記半透明化の度合いを前記対象

被写体の大きさに基づいて変更する。

[0030] 第 9 の態様に係る立体画像表示装置では、半透明化の度合いが対象被写体

の大きさに基づいて変更される。これにより、対象被写体を三次元に見えな

いようにしたり、三次元に見えにくくしたりする効果を高めることができる



[0031 ] 第 1 0 の態様に係る立体画像表示方法は、左目用画像及び右目用画像を取

得するステップと、前記左目用画像及び前記右目用画像を立体画像として認

識可能に表示させる表示部に前記左目用画像及び前記右目用画像を表示させ

た時に、前記表示部の表示面から飛び出す方向の視差を有する被写体 （以下

、対象被写体という）を前記左目用画像及び前記右目用画像のそれぞれから

抽出するステップと、前記抽出された対象被写体に基づいて前記左目用画像

及び前記右目用画像に対 して画像処理を行うステップであって、前記左目用

画像における前記対象被写体の位置及び前記右目用画像における前記対象被

写体の位置の 2 つの位置に前記対象被写体の画像 （以下、対象被写体像とい

う）を表示させる処理 （以下、前記対象被写体像を二重表示させる処理とい

う）を前記左目用画像及び前記右目用画像のいずれか一方 （以下、第 1 の画

像という）に対 して行うと共に、前記左目用画像及び前記右目用画像のうち

の前記第 1 の画像以外の画像 （以下、第 2 の画像という）から前記対象被写

体像を削除する処理を行う、又は前記対象被写体像を二重表示させる処理を

前記左目用画像及び前記右目用画像に対 して行うステップと、前記画像処理

が行われた左目用画像及び右目用画像を前記表示部に表示させるステップと

、を備える。

[0032] また、第 1 0 態様に係る立体画像表示方法に含まれる各ステップをコンビ

ュ一夕に実現させることが出来る、コンピュータで実行可能な命令を含むコ

ンピュ一タプログラムも、このコンピュータプログラムをコンピュータに実

行させることにより、上記目的を達成することが出来る。さらに、上記コン

ピュータプログラムを記録 したコンピュータで読み取り可能な記録媒体も、

この記録媒体を介 してコンピュータにこのコンピュータプログラムをインス

卜一ル して実行させることにより、上記目的を達成することが出来る。

発明の効果

[0033] 本発明によれば、ユーザーが寄り目になりすぎず、かつ遠景が見づらくな

ることを防止 し、ユーザ一の目の疲弊を防止することができる。



図面の簡単な説明

図 1A] 本発明の第 1 の実施の形態の多眼デジタル カメラ 1 の概略正面図であ

る。

図 1B] 本発明の第 1 の実施の形態の多眼デジタル カメラ 1 の概略背面図であ

る。

図2] 多眼デジタル カメラ 1 の電気的な構成 を示すプロック図である。

図3] 多眼デジタル カメラ 1 の 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 の内部構成 を示すプロ

ック図である。

図4 ] 多眼デジタル カメラ 1 の 2 D 処理のフローチヤ一 卜である。

図 5A] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 1 である。

図 5B] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 2 である。

図 5C] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 3 である。

図 5D] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 4 である。

図 5E] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 5 である。

図 5 F ] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 6 である。

図 5G] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 7 である。

図 5H] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 8 である。

図 5 1 ] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 9 である。

図 5J ] 多眼デジタル カメラ の 2 D 処理 を説明する図 （その 1 0 ) である。

図6] 本発明の第 2 の実施の形態の多眼デジタル カメラ 2 の 3 D / 2 D 変換部

3 5 の内部構成 を示すプロック図である。

図7] 多眼デジタル カメラ 2 の 2 D 処理のフローチヤ一 卜である。

図8A] 多眼デジタル カメラ 2 の 2 D 処理 を説明する図 （その 1 ) である。

図8B] 多眼デジタル カメラ 2 の 2 D 処理 を説明する図 （その 2 ) である。

図8C] 多眼デジタル カメラ 2 の 2 D 処理 を説明する図 （その 3 ) である。

図8D] 多眼デジタル カメラ 2 の 2 D 処理 を説明する図 （その 4 ) である。

図8E] 多眼デジタル カメラ 2 の 2 D 処理 を説明する図 （その 5 ) である。

図9] 本発明の第 3 の実施の形態の多眼デジタル カメラ 3 の 3 D / 2 D 変換部



1 3 5 の内部構成を示すプロック図である。

[ 図10] 多眼デジタルカメラ3 の 2 D処理のフローチヤ一 卜である。

D処理を説明する図 (その 1 ) である。

D処理を説明する図 (その 2 ) である。

D処理を説明する図 (その 3 ) である。

D処理を説明する図 (その4 ) である。

D処理を説明する図 (その 5 ) である。

D処理を説明する図 (その 6 ) である。

D処理を説明する図 (その 7 ) である。

D処理を説明する図 (その 8 ) である。

D処理を説明する図 (その 9 ) である。

D処理を説明する図 (その 1 0 ) である。

D処理を説明する図 (その 1 ) である。

[ 図12] 多眼デジタル力メラ3 の 2 D処理の変形例を示す図である。

[ 図13A] カメラと被写体との位置関係を示す図である。

[ 図13B] 図 1 3 A に示す位置関係で撮影された右目用画像、左目用画像及び立

体画像である。

発明を実施するための形態
[0035] 以下、添付図面に従って本発明に係る立体画像表示装置、立体画像表示方

法及び立体画像表示プログラムを実施するための最良の形態について詳細に

説明する。

[0036] < 第 1 の実施の形態>

図 1 A 及び 1 B は、本発明に係る立体画像表示装置を有する多眼デジタル

カメラ 1 の概略図である。図 1 A は正面図であり、図 1 B は背面図である。

多眼デジタルカメラ 1 は、複数 （図 1 A 及び 1 B では 2 個を例示）の撮像系

を備えた多眼デジタルカメラ 1 であって、同一被写体を複数視点 （図 1 では

左右二つの視点を例示）からみた立体画像や、単視点画像 （2 次元画像）が

撮影可能である。また、多眼デジタルカメラ 1 は、静止画に限らず、動画、



音声の記録再生も可能である。

[0037] 多眼デジタルカメラ 1 のカメラボデ ィ 1 0 は、略直方体の箱状 に形成 され

てお り、その正面には、図 1 A に示すように、主 と して、バ リア 1 1 、右撮

像系 1 2 、左撮像系 1 3 、 フラッシュ 1 4 、マイク 1 5 が設けられている。

また、 カメラボデ ィ 1 0 の上面には、主 と して、 レリーズスィッチ 2 0 、ズ

—厶ボタン 2 が設けられている。

[0038] —方、 カメラボデ ィ 1 0 の背面には、図 1 B に示すように、モニタ 1 6 、

モー ドボタン 2 2 、視差調整ボタン 2 3 、 2 D / 3 D切 り替えボタン 2 4 、

M E N U / O K ボタン 2 5 、十字ボタン 2 6 、 D I S P / B A C K ボタン 2

7 が設けられている。

[0039] バ リア 1 1 は、 カメラボデ ィ 1 0 の前面に摺動可能に装着 され、バ リア 1

1 が上下に摺動することにより開状態 と閉状態 とが切 り替え られる。通常は

、図 1 A 中の点線 に示すように、バ リア 1 1 は上端、すなわち閉状態に位置

されてお り、対物 レンズ 1 2 a 、 1 3 a 等はバ リア 1 1 によって覆われてい

る。 これにより、 レンズなどの破損が防止される。ノくリア 1 1 が摺動される

ことにより、バ リアが下端、すなわち開状態に位置される （図 1 A 実線参照

) と、 カメラボデ ィ 1 0 前面に配設された レンズ等が露呈される。図示 しな

いセンサによりバ リア 1 1 が開状態であることが認識 されると、 C P U 1

0 (図 2 参照）により電源が O N され、撮影が可能 となる。

[0040] 右 目用の画像 を撮影する右撮像系 1 2 及び左 目用の画像 を撮影する左撮像

系 1 3 は、屈曲光学系を有する撮影 レンズ群、絞 り兼用メカシャツタ 1 2 d

、 3 d 及び撮像素子 1 2 2 、 1 2 3 (図 2 参照）を含む光学ュニ ッ 卜であ

る。右撮像系 1 2 及び左撮像系 1 3 の撮影 レンズ群は、主 と して、被写体か

らの光を取 り込む対物 レンズ 1 2 a 、 1 3 a 、対物 レンズか ら入射 した光路

を略垂直に折 り曲げるプ リズム （図示せず）、ズーム レンズ 1 2 c 、 1 3 c

(図 2 参照）、 フ ォー カス レンズ 1 2 b 、 1 3 b (図 2 参照）等で構成 され

る。

[0041 ] フラッシュ 1 4 は、キセノン管で構成 されてお り、暗い被写体を撮影する



場合や逆光時などに必要に応 じて発光される。

[0042] モニタ 1 6 は、 4 ：3 の一般的なァスぺ ク 卜比を有するカラ一表示が可能

な液晶モニタであ り、立体画像 と平面画像の両方が表示可能である。モニタ

6 の詳細な構造は図示 しないが、モニタ 1 6 は、 その表面にパララックス

ノくリア表示層を備えたパララックスバ リア式 3 D モニタである。モニタ 1 6

は、各種設定操作を行なう際の使用者ィンタ一フェース表示パネル と して利

用され、画像撮影時には電子 ビューファインダと して利用される。

[0043] モニ タ 1 6 は、立体画像 を表示するモー ド （3 D モー ド） と、平面画像 を

表示するモー ド （2 D モー ド） とが切 り替えが可能である。 3 D モー ドにお

いては、モニタ 1 6 のパ ララックスバ リア表示層に光透過部 と光遮蔽部 とが

交互に所定の ピッチで並んだパターンか らなるパララックスバ リアを発生さ

せるとともに、その下層の画像表示面に左右の像 を示す短冊状の画像断片を

交互に配列 して表示する。 2 D モ一 ドゃ使用者ィンタ一フェース表示パネル

と して利用される場合には、パララックスバ リァ表示層には何 も表示せず、

その下層の画像表示面に 1 枚の画像 をそのまま表示する。

[0044] なお、 モニタ 1 6 は、パララックスバ リア式には限定されず、 レンチキュ

ラ一方式、マイクロレンズア レイシ一 卜を用いるインテグラル フォ 卜グラフ

ィ方式、干渉現象を用いるホログラフィ一方式などが採用されてもよい。 ま

た、モニタ 1 6 は液晶モニタに限定されず、有機 E L な どが採用されてもよ

い。

[0045] レリーズスィッチ 2 0 は、 いわゆる 「半押 し」 と 「全押 し」 とか らなる二

段ス トローク式のスィッチで構成 されている。多眼デジタルカメラ 1 は、静

止画撮影時 （例えば、モー ドボタン 2 2 で静止画撮影モー ド選択時、又はメ

ニューか ら静止画撮影 モー ド選択時）、 この レ リーズスィッチ 2 0 を半押 し

すると撮影準備処理、すなわち、 A E (Automat i c Exposure ：自動露出）、

A F (Auto Focus ：自動焦点合わせ）、 A W B (Automat i c Wh i t e Ba lance ：

自動ホワイ トバランス）の各処理 を行い、全押 しすると、画像の撮影 ' 記録

処理 を行 う。 また、動画撮影時 （例えば、 モ一 ドボタ ン 2 2 で動画撮影 モ一



ド選択時、又はメニューから動画撮影モー ド選択時）、 このレリ一ズスイツ

チ 2 0 を全押 しすると、動画の撮影を開始 し、再度全押 しすると、撮影を終

了する。

[0046] ズームボタン2 1 は、右撮像系 1 2 及び左撮像系 1 3 のズーム操作に用い

られ、望遠側へのズームを指示するズ一厶テレボタン2 丁と、広角側への

ズームを指示するズームワイ ドボタン2 W とで構成されている。

[0047] モ一 ドボタン2 2 は、デジタルカメラ 1 の撮影モ一 ドを設定する撮影モ一

ド設定部として機能 し、このモー ドボタン2 2 の設定位置により、デジタル

カメラ 1 の撮影モ一 ドが様々なモ一 ドに設定される。撮影モ一 ドは、動画撮

影を行う 「動画撮影モー ド」と、静止画撮影を行う 「静止画撮影モー ド」と

に分けられ、 「静止画撮影モー ド」は例えば、絞 り、シャツタスピー ド等が

デジタルカメラ 1 によって自動的に設定される 「才一 卜撮影モー ド」、人物

の顔を抽出して撮影を行う 「顔抽出撮影モー ド」、動体撮影に適 した 「スポ

—ッ撮影モー ド」、風景の撮影に適 した 「風景撮影モー ド」、夕景及び夜景

の撮影に適 した 「夜景撮影モー ド」、絞 りの目盛 りを使用者が設定 し、シャ

ッタスピ一 ドをデジタルカメラ 1 が自動的に設定する 「絞 り優先撮影モ一 ド

」、シャツタスピー ドを使用者が設定 し、絞 りの目盛 りをデジタルカメラ 1

が自動的に設定する 「シャツタスピー ド優先撮影モー ド」、絞 り、シャツタ

スピー ド等を使用者が設定する 「マニュアル撮影モー ド」等がある。

[0048] 視差調整ボタン2 3 は、立体画像撮影時に視差を電子的に調整するボタン

である。視差調整ボタン2 3 の右側を押下することにより、右撮像系 1 2 で

撮影された画像と左撮像系 1 3 で撮影された画像との視差が所定の距離だけ

大きくなり、視差調整ボタン2 3 の左側を押下することにより、右撮像系 1

2 で撮影された画像と左撮像系 1 3 で撮影された画像との視差が所定の距離

だけ小さくなる。

[0049] 2 D / 3 D切 り替えボタン2 4 は、単視点画像を撮影する2 D撮影モ一 ド

と、多視点画像を撮影する3 D撮影モ一 ドの切 り替えを指示するためのスィ

ツチである。



[0050] M E N U / O K ボタン 2 5 は、撮影及び再生機能の各種設定画面 （メニュ

—画面）の呼び出 し （M E N U機能）に用い られるとともに、選択内容の確

定、処理の実行指示等 （O K機能）に用い られ、多眼デジタルカメラ 1 が持

つ全ての調整項 目の設定が行われる。撮影時にM E N U / O K ボタン 2 5 が

押 されると、モニタ 1 6 にたとえば露出値、色合い、 I S O 感度、記録画素

数などの画質調整などの設定画面が表示され、再生時にM E N U / O K ボタ

ン 2 5 が押 されると、モニタ 1 6 に画像の消去などの設定画面が表示される

。多眼デジタルカメラ 1 は、 このメニュー画面で設定された条件に応 じて動

作する。

[0051 ] 十字ボタン 2 6 は、各種のメニューの設定や選択あるいはズームを行 うた

めのボタンであ り、上下左右 4 方向に押圧操作可能に設けられてお り、各方

向のボタンには、 カメラの設定状態に応 じた機能が割 り当て られる。たとえ

ば、撮影時には、左ボタンにマクロ機能の O N / 0 F F を切 り替える機能が

割 り当て られ、右ボタンにフラッシュモ一 ドを切 り替える機能が割 り当て ら

れる。 また、上ボタンにモニタ 1 6 の明るさを替える機能が割 り当て られ、

下ボタンにセル フタイマ一の 0 N / 0 F F や時間を切 り替える機能が割 り当

て られる。 また、再生時には、右ボタンにコマ送 りの機能が割 り当て られ、

左ボタンにコマ戻 しの機能が割 り当て られる。 また、上ボタンに再生中の画

像 を削除する機能が割 り当て られる。 また、各種設定時には、モニタ 1 6 に

表示された力一ソルを各ボタンの方向に移動させる機能が割 り当て られる。

[0052] D I S P / B A C K ボタン 2 7 は、モニタ 1 6 の表示切 り替えを指示する

ボタンと して機能 し、撮影中、 この D I S P / B A C K ボタン 2 7 が押 され

ると、モニタ 1 6 の表示が、 0 N →フレーミングガイ ド表示→ 0 F F に切 り

替え られる。 また、再生中、 この D I S P / B A C K ボタン 2 7 が押 される

と、通常再生→文字表示な し再生→マルチ再生に切 り替え られる。 また、 D

I S P / B A C K ボタン 2 7 は、入力操作のキャンセルや一つ前の操作状態

に戻すことを指示するボタンと して機能する。

[0053] 図 2 は、多眼デジタルカメラ 1 の主要な内部構成 を示すプロック図である



。 多 眼デ ジ タル カ メ ラ 1 は、 主 と して、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t )

1 0 、 操 作 部 （レ リ一 ズ ス ィ ツチ 2 0 、 M E N U / O K ボ タ ン 2 5 、 十 字

ボ タ ン 2 6 等 ） 1 1 2 、 S D R A M (Synchronous Dynam i c Random Access M

emory) 1 1 4 、 V R A M (V i deo Random Access Memory) 1 1 6 、 A F 検 出

咅 1 8 、 A E / A W B 検 出部 1 2 0 、 撮 像 素 子 1 2 2 、 1 2 3 、 C D S /

A M P (Cor r e lated Doub l e Samp Ler/Amp Li f i er) 1 2 4 、 1 2 5 、 A D 変

換 器 1 2 6 、 1 2 7 、 画 像 入 力 コ ン トロー ラ 1 2 8 、 画 像 信 号 処理 部 1 3 0

、 圧 縮 伸 張 処理 部 1 3 2 、 立 体 画像 生成 部 1 3 3 、 ビデ オ エ ンコー ダ 1 3 4

、 3 D / 2 D 変 換 部 1 3 5 、 メデ ィァ コ ン トロー ラ 1 3 6 、 音 入 力処理 部 1

3 8 、 記 録 メデ ィア 1 4 0 、 フ ォー カス レンズ駆 動部 1 4 2 、 1 4 3 、 ズ 一

厶 レンズ駆 動部 1 4 4 、 1 4 5 、 絞 り馬区動咅 1 4 6 、 1 4 7 、 タ イ ミ ングジ

エネ レ一 タ （T G ) 1 4 8 、 1 4 9 で構 成 され る。

[0054] C P U 1 1 0 は、 多 眼デ ジ タル カ メ ラ 1 の全 体 の動 作 を統 括 的 に制 御 す る

。 C P U 1 1 0 は、 右撮 像 系 1 2 と左 撮 像 系 1 3 の動 作 を制 御 す る。 右撮 像

系 1 2 と左 撮 像 系 1 3 とは、 基 本 的 に連 動 して動 作 を行 うが、 各 々個 別 に動

作 させ る こ とも可 能 で あ る。 また、 C P U 1 0 は、 右撮 像 系 1 2 及 び 左撮

像 系 1 3 で得 られ た 2 つ の画像 デ ー タ を短冊 状 の画像 断 片 と し、 これ が モニ

タ 1 6 に交 互 に表 示 され る よ うな表 示 用画像 デ ー タ を生成 す る。 3 D モ ー ド

で表 示 を行 う際 に、 パ ラ ラ ックスバ リア表 示 層 に光 透 過部 と光 遮蔽 部 とが交

互 に所 定 の ピッチ で並 ん だパ ター ンか らな るパ ラ ラ ックスバ リア を発 生 させ

る と とも に、 その下層 の画像 表 示 面 に左 右 の像 を示 す短冊 状 の画像 断 片 を交

互 に配 列 して表 示 す る こ とで立 体視 を可 能 にす る。

[0055] S D R A M 1 1 4 に は、 この C P U 1 0 が実 行 す る制 御 プ ログラム で あ

る フ ァー ム ウ ェア、 制 御 に必 要 な各種 デ ー タ、 カ メ ラ設 定値 、 撮 影 され た画

像 デ 一 タ等 が記録 され て い る。

[0056] V R A M 1 1 6 は、 C P U 1 1 0 の作 業 用領 域 と して利 用 され る と とも に

、 画像 デ ー タの一 時記憶領 域 と して利 用 され る。

[0057] A F 検 出部 1 1 8 は、 C P U 1 0 か らの指令 に従 い、 入 力 され た画像 信



号か らA F 制御 に必要な物理量 を算出する。 A F 検 出部 1 1 8 は、右撮像系

2 か ら入力された画像信号 に基づいて A F 制御 を行 う右撮像系 A F 制御回

路 と、左撮像系 1 3 か ら入力された画像信号 に基づいて A F 制御 を行 う左撮

像系 A F 制御回路 とで構成 される。本実施の形態のデジタル カメラ 1 では、

撮像素子 1 2 2 、 2 3 か ら得 られる画像の コ ン トラ ス トによ りA F 制御が

行われ （いわゆるコン トラス トA F ) 、 A F 検 出部 1 1 8 は、入力された画

像信号か ら画像の鮮鋭度 を示す焦点評価値 を算出する。 C P U 1 1 0 は、 こ

の A F 検 出部 1 1 8 で算出される焦点評価値が極大 となる位置 を検 出 し、 そ

の位置 にフ ォー カ ス レンズ群 を移動 させる。すなわち、 フ ォー カ ス レンズ群

を至近か ら無限遠 まで所定のステ ツプで移動 させ、各位置で焦点評価値 を取

得 し、得 られた焦点評価値が最大の位置 を合焦位置 と して、 その位置 にフ 才

—カス レンズ群 を移動 させる。

六 巳 六 検 出部 1 2 0 は、 C P U 1 0 か らの指令 に従 い、入力され

た画像信号か らA E 制御及び A W B 制御 に必要な物理量 を算出する。た とえ

ば、 A E 制御 に必要な物理量 と して、 1 画面 を複数のエ リア （た とえば 1 6

X 6 ) に分割 し、分割 したエ リアごとに R、 G 、 B の画像信号の積算値 を

算出する。 C P U 1 1 0 は、 この A E / A W B 検 出部 1 2 0 か ら得た積算値

に基づいて被写体の明るさ （被写体輝度）を検 出 し、撮影 に適 した露出値 （

撮影 E V 値）を算出する。 そ して、算出 した撮影 E V 値 と所定のプログラム

線図か ら絞 り値 とシ ャ ツタス ピー ドを決定する。 また、 A W B 制御 に必要な

物理量 と して、 1 画面 を複数のエ リア （例 えば、 1 6 X 1 6 ) に分割 し、分

割 したエ リアごとに R、 G 、 B の画像信号の色別の平均積算値 を算出する。

C P U 1 1 0 は、得 られた R の積算値、 B の積算値、 G の積算値か ら分割ェ

リアごとに R / G 及び B / G の比 を求め、求めた R / G 、 B / G の値の R /

G 、 B / G の色空間における分布等 に基づいて光源種判別 を行 う。 そ して、

判別 された光源種 に適 したホワイ 卜バ ラ ンス調整値 に従 って、た とえば各比

の値がおよそ 1 (つ ま り、 1 画面 において R G B の積算比率が R ：G ：B =

1 : 1 : 1 ) になるように、ホワイ トバ ランス調整回路の R、 G 、 B 信号 に



対するゲイン値 （ホワイ 卜バランス補正値）を決定する。

[0059] 撮像素子 1 2 2 、 2 3 は、所定のカラ一フィルタ配列 （例えば、ハニカ

厶配列、べィャ配列）の R、 G、 B のカラ一フィルタが設けられたカラ一C

C D で構成 されている。撮像素子 1 2 2 、 1 2 3 は、 フォーカス レンズ 1 2

b 、 1 3 b 、 ズーム レンズ 1 2 c 、 1 3 c 等 によって結像 された被写体光を

受光 し、 この受光面に入射 した光は、その受光面に配列された各 フォ トダイ

オー ドによって入射光量に応 じた量の信号電荷 に変換 される。撮像素子 1 2

2 、 1 2 3 の光電荷蓄積 転送動作は、 T G 1 4 8 、 1 4 9 か らそれぞれ入

力される電荷排出パルスに基づいて電子シャツタ速度 （光電荷蓄積時間）が

決定される。

[0060] すなわち、撮像素子 1 2 2 、 1 2 3 に電荷排出パルスが入力されている場

合には、撮像素子 1 2 2 、 2 3 に電荷が蓄え られることな く排出される。

それに対 し、撮像素子 1 2 2 、 2 3 に電荷排出パルスが入力されな くなる

と、電荷が排出されな くなるため、撮像素子 1 2 2 、 2 3 において電荷蓄

積、すなわち露光が開始される。撮像素子 1 2 2 、 2 3 で取得 された撮像

信号は、 T G 1 4 8 、 1 4 9 か らそれぞれ与え られる駆動パルスに基づいて

C D S / A M P 1 2 4 、 1 2 5 に出力される。

[0061 ] C D S / A M P 1 2 4 、 1 2 5 は、撮像素子 1 2 2 、 1 2 3 か ら出力され

た画像信号に対 して相関二重サ ンプ リング処理 （撮像素子の出力信号に含 ま

れるノイズ （特 に熱雑音）等を軽減することを目的と して、撮像素子の 1 画

素毎の出力信号に含 まれるフィ一 ドスル一成分 レベル と画素信号成分 レベル

との差 をとることにより正確な画素データを得 る処理）を行い、増幅 して R

、 G、 B のアナログの画像信号を生成する。

[0062] 六 変換器 1 2 6 、 1 2 7 は、 C D S / A M P 1 2 4 、 1 2 5 で生成 さ

れた R、 G、 B のアナログの画像信号デジタルの画像信号に変換する。

[0063] 画像入力コン トローラ 1 2 8 は、所定容量のラインバ ッファを内蔵 してお

り、 C P U 1 1 0 か らの指令 に従い、 C D S / A M P / A D 変換部か ら出力

された 1 画像分の画像信号を蓄積 して、 V R A M 1 6 に記録する。



[0064] 画像信号処理部 1 3 0 は、 同時化 回路 （単板 C C D の カラ一 フ ィル タ配列

に伴 う色信号 の空 間的なズ レを補 間 して色信号 を同時式 に変換 す る処理 回路

) 、 ホ ワ イ 卜バ ラ ン ス補 正回路、 ガ ンマ補 正回路、輪郭補 正回路、輝度 色

差信号生成 回路等 を含み、 C P U 1 1 0 か らの指令 に従 い、 入力 された画像

信号 に所要 の信号処理 を施 して、輝度 デー タ （Y デー タ） と色差 デー タ （C

r , C b デ ー タ） とか らな る画像 デー タ （Y U V デー タ） を生成 す る。以下

、撮像素子 1 2 2 か ら出力 された画像信号 か ら生成 された画像 デー タを右 目

用画像 デー タ （以下、右 目用画像 とい う） といい、撮像素子 1 2 3 か ら出力

された画像信号 か ら生成 された画像 デー タを左 目用画像 デー タ （以下、左 目

用画像 とい う） とい う。

[0065] 圧縮伸張処理部 1 3 2 は、 C P U 1 0 か らの指令 に従 い、 入力 された画

像 デー タに所定形 式の圧縮処理 を施 し、圧縮画像 デー タを生成 す る。 また、

C P U 1 1 0 か らの指令 に従 い、 入力 された圧縮画像 デー タに所定形 式の伸

張処理 を施 し、非圧縮 の画像 デー タを生成 す る。

[0066] 立体画像 生成部 1 3 3 は、右 目用画像 及び左 目用画像 をモニ タ 1 6 で立体

表示 が可能 な よ うに加工 す る。例 えば、パ ララ ックスバ リア式のモニ タであ

る場合 には、立体画像 生成部 1 3 3 は、再 生 に用 いる右 目用画像 及び左 目用

画像 をそれ ぞれ短冊状 に区切 り、短冊状 の右 目用画像 と左 目用画像 とを交互

に並べ た表示用画像 デー タを生成 す る。表示用画像 デー タは、立体画像 生成

部 1 3 3 か らビデオエ ンコー ダ 1 3 4 を介 してモニ タ 1 6 に出力 され る。

[0067] ビデオエ ンコー ダ 1 3 4 は、 モニ タ 1 6 へ の表示 を制御 す る。 すなわち、

立体画像 生成部 1 3 3 で生成 された表示用画像 デー タ等 をモニ タ 1 6 に表示

す るための映像信号 （た とえば、 N T S C (Nat i ona l Te lev i s i on System Co

mm i t tee) 信 号 や P A L (Phase Alternat i on by L i ne) 信 号、 S E C A M (S

equent i a L Cou Leur A Memor i e) 信 号 ） に変換 してモニ タ 1 6 に出力す る とと

もに、必要 に応 じて所定の文字、 図形情報 をモニ タ 1 6 に出力す る。 これ に

よ り、右 目用画像 及び左 目用画像 がモニ タ 1 6 に立体表示 され る。

[0068] 本実施 の形態 では、右 目用画像 及び左 目用画像 がモニ タ 1 6 に表示 された



時の飛びだ し量にもとづいて立体視 に不適切な被写体 （以下、対象被写体 と

いう）を抽出 し、右 目用画像及び左 目用画像がモニタ 1 6 に表示された時に

対象被写体が三次元に見えないようにする処理、 も しくは三次元に見えに く

くする処理 （以下、 2 D 処理 という）を右 目用画像及び左 目用画像 に対 して

行 う。 この画像処理は、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 で行われる。以下、 3 D /

2 D 変換部 1 3 5 について説明する。

[0069] 図 3 は、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 の内部構成 を示すプロック図である。 3

D / 2 D 変換部 1 3 5 は、主 と して、視差量算出部 1 5 1 、ずれベ ク トル算

出部 1 5 2 、 3 D 不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 、背景抽出部 1 5 4 、画像

合成部 1 5 5 とで構成 される。

[0070] 視差量算出部 1 5 は、右 目用画像及び左 目用画像か ら主要被写体を抽出

し、抽出 した主要被写体の視差量 （すなわち、主要被写体の視差が 0 となる

場合 との視差量）を算出する。主要被写体は、顔検出部 （図示せず）により

認識 された人物や、主要顔 （例えば画像中央付近にある顔）、合焦 した被写

体、ユーザ一により選択された被写体等様 々な方法で選択することができる

[0071 ] 視差量は、大 きさと方向を持 ってお り、方向は主要被写体を奥側へ移動さ

せる方向 （本実施の形態では、右 目用画像 を右側 に移動させる方向）、主要

被写体を手前側へ移動させる方向 （本実施の形態では、右 目用画像 を左側 に

移動させる方向）の 2 通 りのいずれかである。なお、主要被写体を奥側へ移

動させる方向は、左 目用画像 を左側 に移動させる方向でもよい し、主要被写

体を手前側へ移動させる方向は、左 目用画像 を右側 に移動させる方向でもよ

いが、本実施の形態では後述するように基準画像 を左 目用画像 とするため、

右 目用画像 を右側又は左側へ移動させる方向と した。

[0072] 視差量算出部 1 5 で算出された視差量はずれべ ク トル算出部 1 5 2 及び

画像合成部 1 5 5 に入力される。

[0073] ずれべ ク トル算出部 1 5 2 は、視差量算出部 1 5 で算出された視差量に

基づいて、右 目用画像 を視差量だけ移動させた視差ず らしを行い、右 目用画



像の主要被写体の位置と、左目用画像の主要被写体の位置とを一致させる。

そして、ずれベク トル算出部 1 5 2 は、視差ずらし後の右目用画像及び左目

用画像から各被写体毎のずれべク トルを算出する。

[0074] ずれべク トル算出部 1 5 2 におけるずれべク トルの算出は、以下の順番で

行われる。 （1 ) 視差ずらし後の右目用画像及び左目用画像から全ての被写

体を抽出する。 （2 ) 右目用画像及び左目用画像のうちの一方の画像 （以下

、基準画像という）からある被写体の特徴点を抽出するとともに、右目用画

像及び左目用画像のうちの基準画像以外の画像 （以下、従画像という）から

特徴点に対応する対応点を検出する。なお、本実施の形態では、左目用画像

を基準画像とする。 （3 ) 基準画像の特徴点を基準とした従画像の対応点の

ズレ量を大きさ、方向を有するずれベク トルとして算出する。 （4 ) ( 2 )

及び （3 ) の処理を （1 ) で抽出された被写体全てに対 して行われるまで繰

り返す。これにより、各被写体毎にずれベク トルが算出される。ずれべク 卜

ル算出部 1 5 2 で算出されたずれべク トルは3 D不適切物体判定/ 抽出部 1

5 3 及び画像合成部 1 5 5 に入力される。

[0075] 3 D不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 は、ずれべク トル算出部 1 5 2 から入

力されたずれべク トルに基づいて対象被写体を抽出する。本実施の形態では

、ずれべク トルの向きが左方向、すなわちクロスポイン トより手前側にあり

(表示面から飛び出す方向の視差を有する）、かつずれべク トルの大きさが

閾値以上の被写体を対象被写体として抽出する。これにより、表示面から飛

び出す方向の視差が所定の大きさ以上の被写体を対象被写体として抽出する

ことができる。

[0076] この閾値は、モニタ 1 6 の大きさ、ユーザ一とモニタ 1 6 との距離等によ

つて異なる。 したがって、モニタ 1 6 の仕様に応 じて予め閾値を設定 してお

き、 3 D不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 の図示 しない記憶領域に記憶させて

おく。また、操作部 1 1 2 を介 してユーザ一が閾値を設定できるようにして

もよい。 3 D不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 で抽出された対象被写体の情報

は、背景抽出部 1 5 4 及び画像合成部 1 5 5 に入力される。



[0077] また、 この所定の閾値 を、対象被写体の大 きさに応 じて変更するように し

てもよい。 これは、対象被写体の大 きさと閾値 との関係 を 3 D 不適切物体判

定/ 抽出部 1 5 3 の図示 しない記憶領域 に記憶 しておき、ずれベ ク トル算出

部 1 5 2 で抽出された対象被写体の大 きさに基づいて使用する閾値 を決定す

ればよい。

[0078] 背景抽出部 1 5 4 は、右 目用画像 における対象被写体の背景 （以下、右 目

用画像の背景画像 という）を左 目用画像か ら抽出する。背景抽出部 1 5 4 で

左 目用画像か ら抽出された右 目用画像の背景画像は画像合成部 1 5 5 に入力

される。背景抽出部 1 5 4 の処理の詳細については、後 に詳述する。

[0079] 画像合成部 1 5 5 は、ずれべ ク トル算出部 1 5 2 か ら入力されたずれべ ク

トル及び 3 D 不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 か ら入力された対象被写体の情

報 に基づいて、左 目用画像 に対象被写体の画像 （以下、対象被写体像 という

) を合成することで、左 目用画像 に対象被写体像 を二重表示させる。合成す

る位置は、右 目用画像 における対象被写体の位置である。 また、画像合成部

1 5 5 は、 3 D 不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 か ら入力された対象被写体の

情報及び背景抽出部 1 5 4 か ら入力された右 目用画像の背景画像 に基づいて

、右 目用画像 に右 目用画像の背景画像 を合成することで右 目用画像か ら対象

被写体像 を削除する。画像合成部 1 5 5 の処理の詳細については、後 に詳述

する。

[0080] このように生成 された右 目用画像及び左 目用画像は、 3 D / 2 D 変換部 1

3 5 か らの出力 と して立体画像生成部 1 3 3 等の各 プロックに出力される。

3 D / 2 D 変換部 1 3 5 か ら出力された右 目用画像及び左 目用画像は、既 に

説明 した方法 と同 じ方法により、立体画像生成部 1 3 3 によってモニタ 1 6

で立体表示が可能なように加工され、 ビデオエンコーダ 1 3 4 を介 してモニ

タ 1 6 に出力される。 これにより、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 で画像処理 され

た右 目用画像及び左 目用画像がモニタ 1 6 に立体表示される。

[0081 ] 図 2 の説明に戻る。 メデ ィアコン トローラ 1 3 6 は、圧縮伸張処理部 1 3

2 で圧縮処理 された各画像データを記録 メデ ィァ 1 4 0 に記録する。



[0082] 音入力処理部 1 3 8 は、マイク 1 5 に入力され、図示 しないステレオマイ

クアンプで増幅された音声信号が入力され、この音声信号の符号化処理を行

ラ。

[0083] 記録メディア 1 4 0 は、多眼デジタルカメラ 1 に着脱自在な X D ピクチャ

カー ド （登録商標）、スマー トメディア （登録商標）に代表される半導体メ

モリカー ド、可搬型小型ハー ドディスク、磁気ディスク、光ディスク、光磁

気ディスク等、種々の記録媒体である。

[0084] フォーカス レンズ駆動部 1 4 2 、 1 4 3 は、C P U 1 1 0 からの指令に従

し、、 フォーカス レンズ 1 2 b 、 1 3 b をそれぞれ光軸方向に移動させ、焦点

位置を可変する。

[0085] ズームレンズ駆動部 1 4 4 、 1 4 5 は、C P U 1 0 からの指令に従い、

ズームレンズ 1 2 c 、 3 c それぞれ光軸方向に移動させ、焦点距離を可変

する。

[0086] 絞 り兼用メカシャツタ 1 2 d 、 1 3 d は、それぞれ絞 り駆動部 1 4 6 、

4 7 のアイリスモータに駆動されることにより、その開口量を可変 して、撮

像素子 1 2 3 への入射光量を調整する。

[0087] 絞 り駆動部 1 4 6 、 1 4 7 は、C P U 1 0 からの指令に従い、絞 り兼用

メカシャツタ 1 2 d 、 1 3 d の開口量を可変 して、撮像素子 1 2 3 への入射

光量をそれぞれ調整する。また、絞 り駆動部 1 4 6 、 1 4 7 は、C P U 1

0 からの指令に従い、絞 り兼用メカシャツタ 1 2 d 、 3 d を開閉 して、撮

像素子 1 2 2 、 1 2 3 への露光/ 遮光それぞれを行う。

[0088] 以上のように構成された多眼デジタルカメラ 1 の作用について説明する。

[0089] ( A ) 撮影モ一 ド

バ リア 1 1 を閉状態から開状態へと摺動させると、多眼デジタルカメラ 1

の電源が投入され、多眼デジタルカメラ 1 は、撮影モー ドの下で起動する。

撮影モー ドとしては、 2 D モー ドと、同一被写体を2 視点からみた立体画像

を撮影する3 D撮影モー ドとが設定可能である。また、 3 D モー ドとしては

、右撮像系 1 2 及び左撮像系 1 3 を用いて同時に所定の視差で立体画像を撮



影する 3 D撮影モー ドが設定可能である。撮影モー ドの設定は、多眼デジタ

ルカメラ 1 が撮影モ一 ドで駆動中にM E N U / O K ボタン 2 5 が押下される

ことによりモニタ 1 6 に表示されたメニュー画面において、十字ボタン 2 6

等により 「撮影モー ド」を選択することによりモニタ 1 6 に表示された撮影

モ一 ドメニュ一画面か ら設定可能である。

[0090] ( 1 ) 2 D 撮影モ一 ド

C P U 1 1 0 は、右撮像系 1 2 又は左撮像系 1 3 (本実施の形態では左撮

像系 1 3 ) を選択 し、左撮像系 1 3 の撮像素子 1 2 3 によって撮影確認画像

用の撮影 を開始する。すなわち、撮像素子 1 2 3 で連続的に画像が撮像 され

、その画像信号が連続的に処理 されて、撮影確認画像用の画像データが生成

される。

[0091 ] C P U 1 1 0 は、モニタ 1 6 を 2 D モー ドと し、生成 された画像データを

順次 ビデオエンコーダ 1 3 4 に加え、表示用の信号形式に変換 してモニタ 1

6 に出力する。 これにより、撮像素子 1 2 3 で捉えた画像がモニタ 1 6 に立

体表示される。モニタ 1 6 の入力がデジタル信号に対応 している場合は、 ビ

デ才エンコーダ 1 3 4 は不要であるが、モニタ 1 6 の入力仕様 に合致 した信

号形態に変換する必要がある。

[0092] ユーザ （使用者）は、モニタ 1 6 に立体表示される撮影確認画像 を見なが

らフレ一ミング した り、撮影 したい被写体を確認 した り、撮影後の画像 を確

認 した り、撮影条件を設定 した りする。

[0093] 上記撮影スタンバイ状態時に レリーズスィッチ 2 0 が半押 しされると、 C

P U 1 0 に S 1 O N信号が入力される。 C P U 1 1 0 はこれを検知 し、 A

E 測光、 A F 制御 を行 う。 A E 測光時には、撮像素子 1 2 3 を介 して取 り込

まれる画像信号の積算値等に基づいて被写体の明るさを測光する。 この測光

した値 （測光値）は、本撮影時における絞 り兼用メカシャツタ 1 3 d の絞 り

値、及びシャツタ速度の決定に使用される。同時に、検出された被写体輝度

より、 フラッシュ 1 4 の発光が必要かどうかを判断する。 フラッシュ 1 4 の

発光が必要 と判断された場合には、 フラッシュ 1 4 をプ リ発光させ、その反



射光に基づいて本撮影時のフラッシュ 1 4 の発光量を決定する。

[0094] レリーズスィッチ 2 0 が全押 しされると、C P U 1 1 0 にS 2 0 N信号が

入力される。C P U 1 1 0 は、このS 2 0 N信号に応動 して、撮影、記録処

理を実行する。

[0095] まず、C P U 1 1 0 は、前記測光値に基づいて決定 した絞 り値に基づいて

絞 り駆動部 1 4 7 を介 して絞 り兼用メカシャツタ 1 3 d を駆動するとともに

、前記測光値に基づいて決定 したシャツタ速度になるように撮像素子 1 2 3

での電荷蓄積時間 （いわゆる電子シャツタ）を制御する。

[0096] また、C P U 1 1 0 は、 A F制御時にはフォーカスレンズを至近から無限

遠に対応するレンズ位置に順次移動させるとともに、 レンズ位置毎に撮像素

子 1 2 3 を介 して取り込まれた画像のA F エリァの画像信号に基づいて画像

信号の高周波成分を積算 した評価値をA F検出部 1 1 8 から取得 し、この評

価値がピークとなるレンズ位置を求め、そのレンズ位置にフォーカスレンズ

を移動させるコン トラス トA F を行う。

[0097] この際、フラッシュ 1 4 を発光させる場合は、プリ発光の結果から求めた

フラッシュ 1 4 の発光量に基づいてフラッシュ 1 4 を発光させる。

[0098] 被写体光は、フォーカスレンズ 1 3 b 、ズームレンズ 1 3 c 、絞 り兼用メ

力シャツタ 1 3 d 、赤外線カットフィルタ4 6 、及び光学口一パスフィルタ

4 8 等を介 して撮像素子 1 2 3 の受光面に入射する。

[0099] 撮像素子 1 2 3 の各フォ トダイ才一 ドに蓄積された信号電荷は、 T G 1 4

9 から加えられるタイミング信号に従って読み出され、電圧信号 （画像信号

) として撮像素子 1 2 3 から順次出力され、C D S / A M P 1 2 5 に入力さ

れる。

[01 00] C D S / A M P 1 2 5 は、C D S パルスに基づいてC C D 出力信号を相関

二重サンプリング処理 し、C P U 1 1 0 から加えられる撮影感度設定用ゲイ

ンによってC D S 回路から出力される画像信号を増幅する。

[01 0 1 ] C D S / A M P 1 2 5 から出力されたアナログの画像信号は、 A / D変換

器 1 2 7 において、デジタルの画像信号に変換され、この変換された画像信



号 （R 、 G 、 B の R A W デ ー タ） は、 S D R A M 1 1 4 に転 送 され、 こ こに

—旦 蓄 え られ る。

[01 02] S D R A M 1 1 4 か ら読 み 出 され た R 、 G 、 B の画像 信 号 は、 画像 信 号 処

理 部 1 3 0 に入 力 され る。 画像 信 号 処理 部 1 3 0 で は、 ホ ワイ 卜バ ラ ンス調

整 回路 に よ り R 、 G 、 B の画像 信 号 ご とにデ ジ タル ゲ イ ンをか け る こ とで ホ

ワイ 卜バ ラ ンス調 整 が行 わ れ、 ガ ンマ補 正 回路 に よ りガ ンマ特 性 に応 じた階

調 変換 処理 が行 わ れ、 同時化 回路 に よ り単板 C C D の カ ラ一 フ ィル タ配 列 に

伴 う色信 号 の空 間 的 な ズ レを補 間 して各 色信 号 の位 相 を合 わ せ る同時化 処理

が行 わ れ る。 同時化 され た R 、 G 、 B の画像 信 号 は、 更 に輝 度 色差 デ ー タ

生成 回路 に よ り輝 度 信 号 Y と色差 信 号 C r 、 C b ( Y C 信 号 ） に変換 され輪

郭 強調 な どの所 定 の信 号 処理 が行 わ れ る。 画像 信 号 処理 部 1 3 0 で処理 され

た Y C 信 号 は再 び S D R A M 1 1 4 に蓄 え られ る。

[01 03] 上 記 の よ うに して S D R A M 1 1 4 に蓄 え られ た Y C 信 号 は、 圧縮 伸 張 処

理 部 1 3 2 に よ って圧縮 され、 所 定 の フ ォー マ ツ 卜の画像 フ ァイル と して、

メデ ィア コ ン 卜ロー ラ 1 3 6 を介 して記録 メデ ィァ 1 4 0 に記録 され る。 静

止画 のテ 一 タは、 E x i f 規 格 (Exchangeab l e i mage f i Le format spec i f i c

a t i on, 日本 電 子工業 振 興協 会 で規 格 化 され た画像 メ タデ ー タの フ ォー マ ツ 卜

) に従 った画像 フ ァイル と して記録 メデ ィア 1 4 0 に格 納 され る。 Ε χ ί f

フ ァイル は、 主画像 のデ ー タ を格 納 す る領 域 と、 縮 小画像 （サ ム ネ イル 画像

) の デ ー タ を格 納 す る領 域 とを有 して い る。 撮 影 に よ って取得 され た主画像

のデ ー タか ら画 素 の 間 引 き処理 その他 の必 要 なデ ー タ処理 を経 て、 規 定 サ イ

ズ （例 え ば、 1 6 0 X 1 2 0 又 は 8 0 X 6 0 ピクセル な ど） のサ ム ネ イル 画

像 が生成 され る。 こ う して生成 され たサ ム ネ イル 画像 は、 主画像 と とも に E

X i f フ ァイル 内 に書 き込 まれ る。 また、 E x i f フ ァイル には、 撮 影 日時

、 撮 影 条 件、 顔 検 出情 報 等 の タ グ情 報 が付 属 され て い る。

[01 04] 多 眼 デ ジ タル カ メ ラ 1 の モー ドを再 生 モー ドに設 定 す る と、 C P U 1 1 0

は、 メデ ィア コ ン 卜ロー ラ 1 3 6 に コマ ン ドを出力 し、 記録 メデ ィァ 1 4 0

に最後 に記録 され た画像 フ ァイル を読 み 出 させ る。



[01 05] 読み出された画像 ファイルの圧縮画像データは、圧縮伸張処理部 1 3 2 に

加え られ、非圧縮の輝度 / 色差信号 に伸張 され、立体画像生成部 1 3 3 で立

体画像 とされたのち、 ビデオエ ンコーダ 1 3 4 を介 してモニタ 1 6 に出力さ

れる。 これによ り、記録 メデ ィア 1 4 0 に記録 されている画像がモニタ 1 6

に再生表示 される （1 枚画像の再生）。 2 D 撮影 モ 一 ドで撮影 された画像 は

、平面画像がモニタ 1 6 全面 に 2 D モー ドで表示 される。

[01 06] 画像 のコマ送 りは、十字ボタン 2 6 の左右のキ一操作 によって行なわれ、

十字ボタン 2 6 の右キーが押 されると、次の画像 ファイルが記録 メデ ィァ 1

4 0 か ら読み出され、 モニタ 1 6 に再生表示 される。 また、十字ボタンの左

キーが押 されると、一 つ前の画像 ファイルが記録 メデ ィア 1 4 0 か ら読み出

され、 モニタ 1 6 に再生表示 される。

[01 07] モニタ 1 6 に再生表示 された画像 を確認 しなが ら、必要 に応 じて、記録 メ

デ ィア 1 4 0 に記録 された画像 を消去することがで きる。画像の消去は、画

像がモニタ 1 6 に再生表示 された状態でM E N U / O K ボタン 2 5 が押下さ

れることによって われる。

[01 08] ( 2 ) 3 D 撮影 モ ー ドに設定されている場合

撮像素子 1 2 2 及び撮像素子 1 2 3 によって撮影確認画像用の撮影 を開始

する。すなわち、撮像素子 1 2 2 及び撮像素子 1 2 3 で同 じ被写体が連続的

に撮像 され、 その画像信号が連続的に処理 され、撮影確認画像用の立体画像

データが生成 される。 C P U 1 1 0 は、 モニタ 1 6 を 3 D モー ドに設定 し、

生成 された画像デ一タは ビデオエ ンコーダ 1 3 4 で順次表示用の信号形式に

変換 されて、 それぞれモニタ 1 6 に出力される。 これによ り撮影確認画像用

の立体画像データがモニタ 1 6 に立体表示 される。

[01 09] ユーザ （使用者）は、 モニタ 1 6 に立体表示 される撮影確認画像 を見なが

らフ レ一 ミング した り、撮影 したい被写体 を確認 した り、撮影後の画像 を確

認 した り、撮影条件 を設定 した りする。

[01 10] 上記撮影 スタンバイ状態時に レリーズスィ ッチ 2 0 が半押 しされると、 C

P U 1 0 に S 1 O N 信号が入力される。 C P U 1 1 0 は これを検知 し、 A



E 測光、 A F 制御 を行 う。 A E 測光は、右撮像系 1 2 又 は左撮像系 1 3 (本

実施の形態では左撮像系 1 3 ) の一方で行 う。 また、 A F 制御 は、右撮像系

及び左撮像系 1 3 のそれぞれで行 う。 A E 測光、 A F 制御 は 2 D 撮影 モ

— ドと同一であるため、詳細な説明を省略する。

[01 11] レリーズスィ ッチ 2 0 が全押 しされると、 C P U 1 1 0 に S 2 0 N 信号が

入力される。 C P U 1 1 0 は、 この S 2 0 N 信号 に応動 して、撮影、記録処

理 を実行する。右撮像系 1 2 及び左撮像系 1 3 のそれぞれで撮影 された画像

データを生成する処理 については、 2 D 撮影 モー ドと同一であるため、説明

を省略する。

[01 12] C D S / A M P 4 1 2 5 でそれぞれ生成 された 2 枚 の画像データか

らは、 2 D 撮影 モー ドと同様の方法 によ り、圧縮画像データが 2 個生成 され

る。圧縮 された 2 枚 の画像データは、関連付 け られて 1 ファイル と して記憶

メデ ィア 1 3 7 に記憶 される。記憶形式 と しては、 M P フ ォー マ ッ ト等 を用

いることがで きる。

[01 13 ] ( B ) 再生モ一 ド

多眼デジタル カメラ 1 のモー ドを再生モー ドに設定すると、 C P U 1 1 0

は、 メデ ィアコン 卜ローラ 1 3 6 にコマ ン ドを出力 し、記録 メデ ィァ 1 4 0

に最後 に記録 された画像 ファイル を読み出させる。読み出された画像 フアイ

ルの圧縮画像データは、圧縮伸張処理部 1 3 2 に加え られ、非圧縮の輝度 /

色差信号 に伸張 され、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 で対象被写体 に対 して 2 D 処

理が行われる。

[01 14] 図 4 は、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 で対象被写体 に対 して 2 D 処理 を行 う処

理の流れを示すフローチヤ一 卜である。

[01 15] ステ ップ S 0 において、圧縮伸張処理部 1 3 2 で非圧縮の輝度 / 色差信

号 に伸張 された画像データ、すなわち右 目用画像、左 目用画像が 3 D / 2 D

変換部 1 3 5 に入力される。

[01 16] ステ ップ S において、視差量算出部 1 5 は、右 目用画像、左 目用画

像 を取得 し、右 目用画像及び左 目用画像か ら主要被写体 を抽出 し、抽出 した



主要被写体の視差量 を算出する。図 5 A に示すように物体 A が主要被写体で

ある場合 には、視差量算出部 1 5 は、左 目用画像 における物体 A の位置 と

、右 目用画像 における物体 A の位置 とを比較 して視差量 を算出する。図 5 A

の場合 には、右 目用画像 における物体 A の位置が左 目用画像 における物体 A

の位置 に対 して左側 に a だけずれているため、視差量は大 きさが a 、方向は

右 目用画像 を右側へ移動 させる方向 と算出される。なお、図 5 A か ら 5 J に

おいて、左 目用画像 中の物体 B と物体 C に網掛 けや斜線 をかけているが、 こ

れは左 目用画像 中の物体 B 及び物体 C と、右 目用画像 中の物体 B 及び物体 C

とを区別 しやす くすることによ り、説明を分 りやす くするためである。右 目

用画像 と左 目用画像 とで物体 B と物体 C が異な っていることを意味するので

はない。

[01 17] ステ ップ S 1 2 において、 ステ ップ S 1 1 で算出された視差量は、ずれべ

ク トル算出部 1 5 2 に入力される。ずれベ ク トル算出部 1 5 2 は、図 5 B に

示すように右 目用画像 を視差量だけ （図 5 B の例では大 きさ a で右方向に）

移動 させた視差ず らしをおこない、視差ず らし後の右 目用画像及び左 目用画

像か ら各被写体毎のずれべ ク トル を算出する。図 5 A か ら 5 J に示す例では

、視差ず らしの結果、物体 A のずれベ ク トルは 0 とな っているため、物体 B

、 C についてずれベ ク トル を算出する。

[01 18] 図 5 C は、図 5 B に示す左 目用画像 と右 目用画像 とを重ねた図である。視

差ず らしの結果、主要被写体 よ りも手前 にある物体 と奥 にある物体 とでは、

ずれベ ク トルの方向が逆 となる。図 5 C に示すように、物体 B は物体 A よ り

手前側 にあ り、物体 C は物体 A よ り奥側 にあるため、物体 B のずれベ ク トル

(以下、ずれベ ク トル B という）の方向は左方向 とな り、物体 C のずれべ ク

トル （以下、ずれベ ク トル C という）の方向は右方向 となる。

[01 19] ステ ップ S 3 において、 ステ ップ S 2 で算出されたずれべ ク トル B 、

ずれベ ク トル C は 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 に入力される。ずれべ

ク トルの方向か ら主要被写体 よ りも手前 にある物体か否かを判定することが

出来 るため、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、ずれベ ク トル B 、ずれ



べ ク トル C の方向に基づいて対象被写体の候補 を抽出する。対象被写体はク

ロスボイン 卜よ り手前側 にある被写体であるため、ずれべ ク トルが左向 きと

な っている被写体、図 5 A か ら 5 J に示す例では物体 B を対象被写体の候補

と して抽出する。

[01 20] ステ ップ S 1 4 において、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ツ

プ S 3 で抽出された対象被写体の候補のずれべ ク トルの大 きさが所定の閾

値以上であるか否かを判断する。

[01 2 1 ] ステ ップ S 1 5 において、対象被写体の候補のずれベ ク トルの大 きさが所

定の閾値以上である場合 （ステ ップ S 1 4 で Y E S ) には、 3 D 不適切物体

判定/ 抽 出部 1 5 3 は、対象被写体の候補 を対象被写体 と判定する。図 5 A

か ら 5 J に示す例では、物体 B が対象被写体 と判定される。 そ して、 この物

体 B を立体表示 させることが適切ではない被写体 と して、以下のステ ップ S

1 8 及び S 9 を物体 B に対 して行 う。

[01 22] 対象被写体の候補のずれべ ク トルの大 きさが所定の閾値以上でない場合 （

ステ ップ S 1 4 で N O ) は、 ステ ップ S 5 を行わずステ ップ S 6 へ進む

[01 23] ステ ップ S 1 6 において、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ツ

プ S 1 4 、 S 1 5 の処理が全ての対象被写体の候補 について行われたかを判

断する。全ての対象被写体の候補 についてステ ップ S 1 4 、 S 1 5 の処理が

行われていない場合 （ステ ップ S 6 で N O ) には、再度 ステ ップ S 4 、

S 5 を行 う。

[01 24] ステ ップ S 1 7 において、全ての対象被写体の候補 についてステ ップ S 1

4 、 S 5 の処理が行われた場合 （ステ ップ S 1 6 で Y E S ) には、 3 D 不

適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ップ S 1 4 ~ S 1 6 までの処理で対象

被写体があると判定されたかを判断する。

[01 25] 対象被写体が無い場合 （ステ ップ S 1 7 で N O ) には、 ステ ップ S 2 0 へ

進む。

[01 26] ステ ップ S 8 において、対象被写体がある場合 （ステ ップ S 7 で Y E



S ) には、背景抽出部 1 5 4 は、左 目用画像か ら右 目用画像の背景画像 を抽

出 し、画像合成部 1 5 5 は右 目用画像の背景画像 を右 目用画像の対象被写体

像 に重ねて合成 して右 目用画像か ら対象被写体像 を削除する。 ステ ップ S

8 について、図 5 D か ら 5 G を用いて説明する。 ステ ップ S 1 8 は、図 5 B

に示すように主要被写体が一致 となる （視差量が 0 となる）ような視差ず ら

しが行われた右 目用画像、左 目用画像 に対 して行われる。

[01 27] 図 5 D に示すように、背景抽出部 1 5 4 は、右 目用画像か ら対象被写体像

( ここでは物体 B の画像）をその周辺の画像 を含めて抽出する。周辺の画像

の抽出は、例 えば物体 B を含む矩形、 円、楕 円形等の領域 を抽出するように

すればよい （図 5 D では点線で表示 している）。

[01 28] 次 に、図 5 E に示すように、背景抽出部 1 5 4 は、右 目用画像か ら抽出さ

れた物体 B の周辺の画像 と同等の画像 を含む領域 を左 目用画像か ら例 えば/ く

ター ンマ ッチ ング法 によ り検索する。 ここで検索 される領域 は、周辺画像の

抽出で用いた領域 と略同一の大 きさ、形状 とする。なお、背景抽出部 1 5 4

が用いる方法はパ ター ンマ ッチ ング法 に限定されず、 さまざまな公知の方法

を用いることがで きる。

[01 29] そ して、図 5 F に示すように、背景抽出部 1 5 4 は、図 5 E で検索 された

領域のなかか ら、右 目用画像の背景画像 を抽出する。 これは、図 5 E で左 目

用画像のなかか ら検索 された領域 （図 5 F の点線で囲まれた領域）の うち、

図 5 D で抽出された領域 内の物体 B がある部分 （図 5 F の斜線部分 に相 当）

を抜 きだすようにすればよい。背景抽出部 1 5 4 は、抽出 した背景画像 を画

像合成部 1 5 5 に出力する。

[01 30] 最後 に、図 5 G に示すように、画像合成部 1 5 5 は、右 目用画像の背景画

像 を右 目用画像の物体 B の画像 に重ねて合成する。左 目用画像 と右 目用画像

には視差があるため、抽出 した背景画像 をそのまま右 目用画像 に上書 きする

と、境界でずれが生 じる。 したが って、背景画像の境界 をぼか した り、 モー

フイング技術 を用いて背景画像 を変形 させた りしてか ら合成する。 これによ

り、右 目用画像か ら物体 B の画像 （すなわち、対象被写体像）が削除される



[01 3 1 ] ステ ップ S 1 9 において、 ステ ップ S 1 8 と平行 して、画像合成部 1 5 5

は、左 目用画像 に対象被写体像 を合成することで、左 目用画像 に対象被写体

像 を二重表示 させる。合成する位置は、右 目用画像 における対象被写体の位

置である。 ステ ップ S 1 9 について、図 5 H、 5 I を用いて説明する。 ステ

ップ S 1 9 は、 ステ ップ S 1 8 と同様、図 5 B に示すように主要被写体の視

差量が 0 となるような視差ず らしが行われた右 目用画像、左 目用画像 に対 し

て行われる。

[01 32] 図 5 H に示すように、画像合成部 1 5 5 は、右 目用画像か ら物体 B の画像

を抽出する。 また、画像合成部 1 5 5 は、左 目用画像か ら物体 B の画像 を抽

出するとともに、物体 B の位置 を抽出する。

[01 33] ステ ップ S 2 で算出されたずれべ ク トルは画像合成部 1 5 5 に入力され

ている。 したが って、画像合成部 1 5 5 は、図 5 I に示すように、左 目用画

像の物体 B の画像の位置か らずれべ ク トル B だけ移動 させた位置 に右 目用画

像か ら抽出された物体 B の画像 を合成する処理 を左 目用データ画像 に対 して

行な う。 これによ り、左 目用画像 には、左 目用画像 における物体 B の位置、

及び左 目用画像 における物体 B の位置か らずれベ ク トル B だけ移動 させた位

置、すなわち右 目用画像 における物体 B の位置の 2 箇所 に物体 B が表示 され

る。 これによ り、左 目用画像 に物体 B の画像 （すなわち、対象被写体像）が

二重表示 される。

[01 34] ステ ップ S 2 0 において、画像合成部 1 5 5 は、 ステ ップ S 1 8 で物体 B

の画像が削除された右 目用画像 と、 ステ ップ S 1 9 で物体 B の画像が二重表

示 された左 目用画像 とを立体画像生成部 1 3 3 に出力する。立体画像生成部

3 3 は、 ステ ップ S 1 8 で物体 B の画像が削除された右 目用画像 と、 ステ

ップ S 1 9 で物体 B の画像が二重表示 された左 目用画像 とをモニタ 1 6 で立

体表示が可能なように加工 し、 ビデオエ ンコーダ 1 3 4 を介 してモニタ 1 6

に出力する。

[01 35] これ によ り、図 5 J に示すように、物体 B の画像が削除された右 目用画像



と物体 B の画像が二重表示 された左 目用画像 とがモニタ 1 6 に表示 され、立

体表示が行われる （1 枚画像の再生）。 モニタ 1 6 に表示 された右 目用画像

には物体 B が含 まれていないため、図 5 J に示す場合 には物体 B は三次元 に

見えない。 そのため、物体 B の過度な飛びだ し感 を無 くした表示 を行な うこ

とがで きる。

[01 36] 画像 のコマ送 りは、十字ボタン 2 6 の左右のキ一操作 によって行なわれ、

十字ボタン 2 6 の右キーが押 されると、次の画像 ファイルが記録 メデ ィァ 1

4 0 か ら読み出され、 モニタ 1 6 に再生表示 される。 また、十字ボタンの左

キーが押 されると、一つ前の画像 ファイルが記録 メデ ィア 1 4 0 か ら読み出

され、 モニタ 1 6 に再生表示 される。次の画像 ファイル、一つ前の画像 ファ

ィル に対 しても図 4 に示す処理がおこなわれ、 2 D 処理 された画像がモニタ

6 に立体表示 される。

[01 37] モニタ 1 6 に再生表示 された画像 を確認 しなが ら、必要 に応 じて、記録 メ

デ ィア 1 4 0 に記録 された画像 を消去することがで きる。画像の消去は、画

像がモニタ 1 6 に再生表示 された状態でM E N U / O K ボタン 2 5 が押下さ

れることによって われる。

[01 38] 本実施の形態 によれば、表示面か ら飛び出 し方向の視差が過度な被写体 を

、三次元 に見えない （立体視で きない）状態 に して表示 を行な うことがで き

る。 そのため、過度の飛びだ し感がな くな り、ユーザ一の眼疲労を軽減 させ

ることがで きる。 また、対象被写体以外は 2 D 処理 を行わないため、遠景が

見づ らくなることを防止することもで きる。

[01 39] なお、本実施の形態では、対象被写体の抽出をずれベ ク トルの大 きさ及び

向 きにもとづいて行な ったが、対象被写体の抽出にずれべ ク トルの大 きさを

用いることは必須ではな く、対象被写体の抽出をずれべ ク トルの向 きのみで

行 ってもよい。 この場合 には、 クロスポイン トよ り手前側 にあ り、 モニタ 1

6 の表示面 よ り飛びだ して見える被写体、すなわち表示面か ら飛び出す方向

の視差 を有する被写体が対象被写体 と して抽出される。ただ し、 モニタ 1 6

の表示面 よ り飛びだ して見える量 によっては、ユーザ一の眼を疲弊 させない



場合 も考 え られるため、対象被写体の抽出をずれべ ク トルの向 き及び大 きさ

に基づいて行 うのが望 ま しい。

[0140] また、本実施の形態では、右 目用画像 を視差量だけ移動 させた視差ず らし

を行な って主要被写体の視差量 を 0 と し （主要被写体 とクロスポイン トとを

一致 させ）、視差ず らし後の右 目用画像及び左 目用画像か ら各被写体毎のず

れベ ク トルの算出、対象被写体の削除、対象被写体の二重表示 を行な ったが

、主要被写体の視差量 を 0 とすることは必須ではない。 この場合 には、撮像

素子 1 2 2 、 2 3 か ら出力された画像信号か ら生成 された状態の右 目用画

像及び左 目用画像か ら各被写体毎のずれべ ク トルの算出、対象被写体の削除

、対象被写体の二重表示 を行な うようにすればよい。ただ し、主要被写体の

視差量 を 0 とすると、主要被写体が表示面 に表示 されるため、ユーザーが主

要被写体 に注 目 した際に、ユーザ一の 目の焦点が表示面 に合 うことになる。

そのため、ユーザ一の 目の疲労を軽減 させるためには、主要被写体の視差量

を 0 とすることが望 ま しい。

[0141 ] また、本実施の形態では、主要被写体の視差量が 0 となるように右 目用画

像 を視差量だけ移動 させた視差ず らしを行な ったが、対象被写体の大 きさに

応 じて視差ず らしの大 きさ （以下、視差ず らし量 という）を変えるように し

てもよい。例 えば、 2 重表示 された対象被写体が占める領域 （以下、 2 重表

示領域 という）の占める割合が閾値 を超 えた場合 には、飛び出 し量の少な く

なる方向、すなわち主要被写体 を奥側へ移動 させる方向 （本実施の形態では

、右 目用画像 を右側 に移動 させる方向）で視差ず らし量 を変更するように し

てもよい。例 えば、図 5 A か ら J に示す場合 には、大 きさが a (視差ず らし

量は + a ) で方向が右 目用画像 を右側 に移動 させる方向の視差量で右眼用の

画像の視差ず らしが行われているが、 2 重表示領域の占める割合が閾値 を超

えた場合 には右 目用画像 を更に右方向に移動 させ、右 目用画像の視差ず らし

量 を a よ り大 きくする。 このように、全体的に表示面か らの飛び出 し量 を少

な くする方向に右 目用画像 を移動 させる。 これによ り、 2 重表示領域の占め

る割合 を少な くすることがで きる。 また、視差ず らし量 を変えることでずれ



べク トルが小さく算出されるため、 2 D処理の閾値が擬似的に上がることと

なり、立体表示が行われる範囲を拡大することができる。

[0142] また、 2 重表示領域の占める割合が一定時間継続 して閾値を越えた場合に

、飛び出し量の少なくなる方向、すなわち主要被写体を奥側へ移動させる方

向で視差ずらし量を時間と共に変更するようにしてもよい。例えば、図 5 A

から5 J に示す場合には、 2 重表示領域の占める割合が一定時間継続 して閾

値を超えた場合には、一定時間経過後に時間と共に右目用画像を更に右方向

に移動させ、右目用画像の視差ずらし量を a よりすこしずつ大きくしていく

。これにより、時間と共に2 重表示領域の占める割合を少なくすることがで

きる。また、時間と共に立体表示が行われる範囲を拡大することができる。

[0143] また、本実施の形態では、左目用画像で対象被写体の二重表示を行ない、

右目用画像から対象被写体を削除 したが、左目用画像、右目用画像は逆でも

よい。

[0144] < 第 2 の実施の形態>

本発明の第 1 の実施の形態は、左目用画像で対象被写体の二重表示を行な

し、、右目用画像から対象被写体を削除することにより2 D処理を行なったが

、 2 D処理はこれに限られない。

[0145] 本発明の第 2 の実施の形態は、 2 D処理において、左目用画像及び右目用

画像で対象被写体の二重表示を行なう形態である。以下、第 2 の実施の形態

の多眼デジタルカメラ2 について説明する。第 1 の実施の形態と同一の部分

については、同一の符号を付 し、説明を省略する。

[0146] 多眼デジタルカメラ2 の主要な内部構成について説明する。多眼デジタル

カメラ 1 と多眼デジタルカメラ2 との差異は3 D / 2 D変換部 1 3 5 A のみ

であるため、 3 D / 2 D変換部 1 3 5 A についてのみ説明する。

[0147] 図 6 は、 3 D / 2 D変換部 1 3 5 A の内部構成を示すプロック図である。

3 D / 2 D変換部 1 3 5 A は、主として、視差量算出部 1 5 、ずれべク 卜

ル算出部 1 5 2 、 3 D不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 、画像合成部 1 5 5 A

で構成される。



[0148] 画像合成部 1 5 5 A は、ずれべク トル算出部 1 5 2 から入力されたずれベ

ク トル及び 3 D不適切物体判定/ 抽出部 1 5 3 から入力された対象被写体の

情報に基づいて、左目用画像に対象被写体像を半透明化 して合成することで

、左目用画像に対象被写体像を二重表示させる。合成する位置は、右目用画

像における対象被写体の位置である。また、画像合成部 1 5 5 A は、ずれべ

ク トル算出部 1 5 2 から入力されたずれべク トル及び 3 D不適切物体判定/

抽出部 1 5 3 から入力された対象被写体の情報に基づいて、右目用画像に対

象被写体像を半透明化 して合成することで右目用画像に対象被写体像を半透

明化 して二重表示させる。合成する位置は、左目用画像における対象被写体

の位置である。画像合成部 1 5 5 A の処理の詳細については、後に詳述する

[0149] 次に、多眼デジタルカメラ2 の作用について説明する。多眼デジタルカメ

ラ 1 と多眼デジタルカメラ2 との差異は 2 D処理のみであるため、多眼デジ

タルカメラ2 の作用については、 2 D処理のみについて説明する。

[01 50] 図 7 は、 3 D / 2 D変換部 1 3 5 A で対象被写体に対 して 2 D処理を行う

処理の流れを示すフローチヤ一 卜である。なお、図4 に示すフローと同一の

部分については、詳細な説明を省略する。

[01 5 1 ] ステップS 0 において、圧縮伸張処理部 1 3 2 で非圧縮の輝度/ 色差信

号に伸張された画像データ、すなわち右目用画像、左目用画像が 3 D / 2 D

変換部 1 3 5 に入力される。

[01 52] ステップS において、視差量算出部 1 5 は、右目用画像、左目用画

像を取得 し、右目用画像及び左目用画像から主要被写体を抽出し、抽出した

主要被写体の視差量を算出する。図 8 A に示すように物体A が主要被写体で

ある場合には、視差量算出部 1 5 は、左目用画像における物体A の位置と

、右目用画像における物体A の位置とを比較 して視差量を算出する。なお、

図 8 A から8 E において、左目用画像中の物体 B と物体C に網掛けや斜線を

かけているが、これは左目用画像中の物体 B及び物体C と、右目用画像中の

物体 B及び物体C とを区別 しやすくすることにより、説明を分りやすくする



ためである。右 目用画像 と左 目用画像 とで物体 B と物体 C が異な っているこ

とを意味するのではない。

[01 53] ステ ップ S 1 2 において、 ステ ップ S 1 1 で算出された視差量は、ずれべ

ク トル算出部 1 5 2 に入力される。ずれベ ク トル算出部 1 5 2 は、図 8 B に

示すように右 目用画像 を視差量だけ移動 させた視差ず らしをおこない、視差

ず らし後の右 目用画像及び左 目用画像か ら各被写体毎のずれべ ク トル を算出

する。図 8 A か ら 8 E に示す例では、視差ず らしの結果、物体 A はずれべ ク

トルが 0 とな っているため、物体 B 、 C についてずれベ ク トル を算出する。

[01 54] ステ ップ S 3 において、 ステ ップ S 2 で算出されたずれべ ク トル B 、

ずれべ ク トル C は 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 に入力される。 3 D 不

適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、ずれベ ク トルの方向の方向に基づいて対象

被写体の候補 を抽出する。

[01 55] ステ ップ S 1 4 において、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ツ

プ S 3 で抽出された対象被写体の候補のずれべ ク トルの大 きさが所定の閾

値以上であるか否かを判断する。

[01 56] ステ ップ S 1 5 において、対象被写体の候補のずれベ ク トルの大 きさが所

定の閾値以上である場合 （ステ ップ S 1 4 で Y E S ) には、 3 D 不適切物体

判定/ 抽 出部 1 5 3 は、対象被写体の候補 を対象被写体 と判定する。図 8 A

か ら 8 E に示す例では、物体 B が対象被写体 と判定される。 そ して、 この物

体 B を立体表示 させることが適切ではない被写体 と して、以下のステ ップ S

及び S 2 2 を物体 B に対 して行 う。

[01 57] 対象被写体の候補のずれベ ク トルの大 きさが所定の閾値以上でない場合 （

ステ ップ S 1 4 で N O ) は、 ステ ップ S 5 を行わずステ ップ S 6 へ進む

[01 58] ステ ップ S 1 6 において、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ツ

プ S 1 4 、 S 1 5 の処理が全ての対象被写体の候補 について行われたかを判

断する。全ての対象被写体の候補 についてステ ップ S 1 4 、 S 1 5 の処理が

行われていない場合 （ステ ップ S 6 で N O ) には、再度 ステ ップ S 4 、



S 5 を行 う。

[01 59] ステ ップ S 1 7 において、全ての対象被写体の候補 についてステ ップ S 1

4 、 S 5 の処理が行われた場合 （ステ ップ S 1 6 で Y E S ) には、 3 D 不

適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ップ S 1 4 ~ S 1 6 までの処理で対象

被写体があると判定されたかを判断する。

[01 60] 対象被写体が無い場合 （ステ ップ S 1 7 で N O ) には、 ステ ップ S 2 3 へ

進む。

[01 6 1 ] ステ ップ S 2 において、対象被写体がある場合 （ステ ップ S 7 で Y E

S ) には、画像合成部 1 5 5 A は、左 目用画像 に対象被写体像 を半透明化 し

て合成することで、左 目用画像 に対象被写体 を二重表示 させる。合成する位

置は、右 目用画像 における対象被写体の位置である。 ステ ップ S 2 1 につい

て、図 8 C 、 8 D を用いて説明する。 ステ ップ S 2 1 は、図 8 B に示すよう

に主要被写体の視差量が 0 となるような視差ず らしが行われた右 目用画像、

左 目用画像 に対 して行われる。

[01 62] 図 8 C に示すように、画像合成部 1 5 5 A は、右 目用画像か ら物体 B の画

像 を抽出する。 また、画像合成部 1 5 5 A は、左 目用画像か ら物体 B の画像

を抽出するとともに、物体 B の位置 を抽出する。

[01 63] ステ ップ S 2 で算出されたずれべ ク トルは画像合成部 1 5 5 に入力され

ている。 したが って、画像合成部 1 5 5 A は、図 8 D に示すように、左 目用

画像の物体 B の画像の位置か らずれべ ク トル B だけ移動 させた位置 に、右 目

用画像か ら抽出された物体 B の画像 を半透明化 して合成する処理 を左 目用デ

—タ画像 に対 して行な う。

[01 64] 半透明化 して合成する処理 は、合成対象である右 目用画像か ら抽出された

物体 B の画素 と、非合成対象である左 目用画像の画素 との間の重み付 けを規

定 し、 この重み付 けで右 目用画像か ら抽出された物体 B を左 目用画像 に重畳

することによって行 うことがで きる。重み付 けは任意 に設定が可能であ り、

重み付 けを変えることによ り半透明化の度合いを変えることがで きる。

[01 65] これ によ り、左 目用画像 には、左 目用画像 における物体 B の位置、及び左



目用画像 における物体 B の位置か らずれべ ク トル B だけ移動 させた位置、す

なわち右 目用画像 における物体 B の位置の 2 箇所 に物体 B の画像が表示 され

る。すなわち、左 目用画像 に対象被写体像が二重表示 される。

[01 66] ステ ップ S 2 2 において、画像合成部 1 5 5 A は、 ステ ップ S 2 1 と同様

の方法 によ り、右 目用画像 に対象被写体像 を半透明化 して合成することで、

図 8 E に示すように右 目用画像 に対象被写体像 を二重表示 させる。合成する

位置は、左 目用画像 における対象被写体の位置である。すなわち、画像合成

部 1 5 5 A は、左 目用画像か ら物体 B の画像 を抽出 し、かつ右 目用画像か ら

物体 B の画像 を抽出するとともに、物体 B の位置 を抽出する。 そ して、画像

合成部 1 5 5 A は、右 目用画像の物体 B の画像の位置か らずれべ ク トル B だ

けずれべ ク トル B の方向 と反対方向に移動 させた位置 に左 目用画像か ら抽出

された物体 B の画像 を半透明化 して合成する処理 を右 目用データ画像 に対 し

て行な うこれによ り、右 目用画像 には、右 目用画像 における物体 B の位置、

及び右 目用画像 における物体 B の位置か らずれベ ク トル B の大 きさだけずれ

べ ク トル B と反対方向に移動 させた位置、すなわち左 目用画像 における物体

B の位置の 2 箇所 に物体 B の画像が表示 される。つまり、右 目用画像 に対象

被写体像が二重表示 される。なお、 ステ ップ S 2 2 は、 ステ ップ S 2 1 と同

様、図 8 B に示すように主要被写体の視差量が 0 となるような視差ず らしが

行われた右 目用画像、左 目用画像 に対 して行われる。

[01 67] ステ ップ S 2 3 において、画像合成部 1 5 5 A は、 ステ ップ S 2 1 、 2

で物体 B の画像が二重表示 された右 目用画像及び左 目用画像 を立体画像生成

咅 1 3 3 に出力する。立体画像生成部 1 3 3 は、 ステ ップ S 2 1 、 で物

体 B の画像が二重表示 された右 目用画像及び左 目用画像 をモニタ 1 6 で立体

表示が可能なように加工 し、 ビデオエ ンコーダ 1 3 4 を介 してモニタ 1 6 に

出力する。

[01 68] これ によ り、図 8 E に示すように、物体 B が二重表示 された右 目用画像及

び左 目用画像がモニタ 1 6 に表示 され、立体表示が行われる （1 枚画像の再

生）。 モニタ 1 6 に表示 された右 目用画像及び左 目用画像 には、撮影 された



物体 B が含 まれているため、物体 B は立体表示 される。 しか しなが ら、立体

表示 に用い られる物体 B に並んで立体表示 に用い られない物体 B が半透明で

表示 されているため、ユーザ一の意識が分断され、物体 B の立体感 を和 らげ

ることがで きる。

[01 69] 本実施の形態 によれば、対象被写体が三次元 に見えに くくなるため、過度

な飛びだ し感 をもつて表示 される被写体の立体感 を和 らげることがで きる。

そのため、ユーザ一の眼疲労を軽減 させることがで きる。

[01 70] < 第 3 の実施の形態>

本発明の第 2 の実施の形態は、半透明化 された対象被写体 を合成すること

によ り左 目用画像及び右 目用画像で対象被写体の二重表示 を行な ったが、 2

D 処理 はこれに限 られない。

[01 7 1 ] 本発明の第 3 の実施の形態は、 2 D 処理 において、撮影 された対象被写体

を半透明化するとともに半透明化 された対象被写体 を合成することで、左 目

用画像及び右 目用画像で対象被写体 を半透明で二重表示 を行な う形態である

。以下、第 3 の実施の形態の多眼デジタル カメラ 3 について説明する。第 1

の実施の形態及び第 2 の実施の形態 と同一の部分 については、同一の符号 を

付 し、説明を省略する。

[01 72] 多眼デジタル カメラ 2 の主要な内部構成 について説明する。多眼デジタル

カメラ 1 と多眼デジタル カメラ 3 との差異 は 3 D / D 変換部 1 3 5 B のみ

であるため、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 B についてのみ説明する。

[01 73] 図 9 は、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 B の内部構成 を示すプロック図である。

3 D / 2 D 変換部 1 3 5 B は、主 と して、視差量算出部 1 5 、 ずれべ ク 卜

ル算出部 1 5 2 、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 、背景抽出部 1 5 4 A

、画像合成部 1 5 5 A で構成 される。

[01 74] 背景抽出部 1 5 4 A は、右 目用画像の背景画像 を左 目用画像か ら抽出する

。 また、背景抽出部 1 5 4 A は、左 目用画像 における対象被写体の背景 （以

下、左 目用画像の背景画像 という）を右 目用画像か ら抽出する。背景抽出部

1 5 4 A で抽出された右 目用画像の背景画像 は画像合成部 1 5 5 A に入力さ



れる。背景抽出部 1 5 4 A の処理の詳細 については、後 に詳述する。

[01 75] 次 に、多眼デジタル カメラ 3 の作用について説明する。多眼デジタル カメ

ラ 1 と多眼デジタル カメラ 3 との差異 は 2 D 処理のみであるため、多眼デジ

タル カメラ 3 の作用については、 2 D 処理のみについて説明する。

[01 76] 図 1 0 は、 3 D / 2 D 変換部 1 3 5 B で対象被写体 に対 して 2 D 処理 を行

う処理の流れを示すフローチヤ一 卜である。なお、図 4 、 図 7 に示すフロー

と同一の部分 については、詳細な説明を省略する。

[01 77] ステ ップ S 0 において、圧縮伸張処理部 1 3 2 で非圧縮の輝度 / 色差信

号 に伸張 された画像データ、すなわち右 目用画像、左 目用画像が 3 D / 2 D

変換部 1 3 5 に入力される。

[01 78] ステ ップ S において、視差量算出部 1 5 は、右 目用画像、左 目用画

像 を取得 し、右 目用画像及び左 目用画像か ら主要被写体 を抽出 し、抽出 した

主要被写体の視差量 を算出する。図 1 1 A に示すように物体 A が主要被写体

である場合 には、視差量算出部 1 5 は、左 目用画像 における物体 A の位置

と、右 目用画像 における物体 A の位置 とを比較 して視差量 を算出する。なお

、図 1 1 A か ら 1 1 K において、左 目用画像 中の物体 B と物体 C に網掛 けや

斜線 をかけているが、 これは左 目用画像 中の物体 B 及び物体 C と、右 目用画

像 中の物体 B 及び物体 C とを区別 しやす くすることによ り、説明を分 りやす

くするためである。右 目用画像 と左 目用画像 とで物体 B と物体 C が異な って

いることを意味するのではない。

[01 79] ステ ップ S 1 2 において、 ステ ップ S 1 1 で算出された視差量は、ずれべ

ク トル算出部 1 5 2 に入力される。ずれべ ク トル算出部 1 5 2 は、図 1 1 B

に示すように右 目用画像 を視差量だけ移動 させた視差ず らしをおこない、視

差ず らし後の右 目用画像及び左 目用画像か ら各被写体毎のずれべ ク トル を算

出する。図 1 1 A か ら 1 1 K に示す例では、視差ず らしの結果、物体 A はず

れベ ク トルが 0 とな っているため、物体 B 、 C についてずれベ ク トル を算出

する。

[01 80] ステ ップ S 3 において、 ステ ップ S 2 で算出されたずれべ ク トル B 、



ずれべ ク トル C は 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 に入力される。 3 D 不

適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、ずれベ ク トルの方向の方向に基づいて対象

被写体の候補 を抽出する。

[01 8 1 ] ステ ップ S 1 4 において、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ツ

プ S 3 で抽出された対象被写体の候補のずれべ ク トルの大 きさが所定の閾

値以上であるか否かを判断する。

[01 82] ステ ップ S 1 5 において、対象被写体の候補のずれベ ク トルの大 きさが所

定の閾値以上である場合 （ステ ップ S 1 4 で Y E S ) には、 3 D 不適切物体

判定/ 抽 出部 1 5 3 は、対象被写体の候補 を対象被写体 と判定する。図 1 1

A か ら 1 1 K に示す例では、物体 B が対象被写体 と判定される。 そ して、 こ

の物体 B を立体表示 させることが適切ではない被写体 と して、以下のステ ツ

プ S 2 1 、 S 2 2 、 S 2 4 及び S 2 5 を物体 B に対 して行 う。

[01 83] 対象被写体の候補のずれべ ク トルの大 きさが所定の閾値以上でない場合 （

ステ ップ S 1 4 で N O ) は、 ステ ップ S 5 を行わずステ ップ S 6 へ進む

[01 84] ステ ップ S 1 6 において、 3 D 不適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ツ

プ S 1 4 、 S 1 5 の処理が全ての対象被写体の候補 について行われたかを判

断する。全ての対象被写体の候補 についてステ ップ S 1 4 、 S 1 5 の処理が

行われていない場合 （ステ ップ S 6 で N O ) には、再度 ステ ップ S 4 、

S 5 を行 う。

[01 85] ステ ップ S 1 7 において、全ての対象被写体の候補 についてステ ップ S 1

4 、 S 5 の処理が行われた場合 （ステ ップ S 1 6 で Y E S ) には、 3 D 不

適切物体判定/ 抽 出部 1 5 3 は、 ステ ップ S 1 4 ~ S 1 6 までの処理で対象

被写体があると判定されたかを判断する。

[01 86] 対象被写体が無い場合 （ステ ップ S 1 7 で N O ) には、 ステ ップ S 2 0 へ

進む。

[01 87] ステ ップ S 2 4 において、対象被写体がある場合 （ステ ップ S 1 7 で Y E

S ) には、背景抽出部 1 5 4 A は、左 目用画像か ら右 目用画像の背景画像 を



抽出 し、画像合成部 1 5 5 A は右 目用画像の背景画像 を右 目用画像 に半透明

化 して合成する。 ステ ップ S 2 4 について、図 1 1 C か ら 1 1 F を用いて説

明する。 ステ ップ S 2 4 は、図 1 1 B に示すように主要被写体の視差量が 0

となるような視差ず らしが行われた右 目用画像、左 目用画像 に対 して行われ

る。

[01 88] 図 1 1 C に示すように、背景抽出部 1 5 4 A は、右 目用画像か ら対象被写

体像 （ここでは物体 B の画像）をその周辺の画像 を含めて抽出する。周辺の

画像の抽出は、例 えば物体 B を含む矩形、 円、楕 円形等の領域 を抽出するよ

うにすればよい （図 1 1 C では点線で表示 している）。

[01 89] 次 に、図 1 1 D に示すように、背景抽出部 1 5 4 A は、右 目用画像か ら抽

出された物体 B の周辺の画像 と同等の画像 を含む領域 を左 目用画像か ら例 え

ばパ ター ンマ ッチ ング法 によ り検索する。 ここで検索 される領域 は、周辺画

像の抽出で用いた領域 と略同一 とする。

[01 90] そ して、図 1 1 E に示すように、背景抽出部 1 5 4 A は、図 1 1 D で検索

された領域のなかか ら、右 目用画像の背景画像 を抽出する。 これは、図 1 1

D で左 目用画像のなかか ら検索 された領域の うち、図 1 1 C で抽出された領

域 内の物体 B がある部分 （図 1 1 E の斜線部分 に相 当）を抜 きだすようにす

ればよい。背景抽出部 1 5 4 A は、抽出 した背景画像 を画像合成部 1 5 5 A

に出力する。

[01 9 1 ] 最後 に、図 1 1 F に示すように、画像合成部 1 5 5 A は、右 目用画像の背

景画像 を右 目用画像の物体 B の画像 に重ねて半透明化 して合成する。左 目用

画像 と右 目用画像 には視差があるため、抽出 した背景画像 をそのまま右 目用

画像 に上書 きすると、境界でずれが生 じる。 したが って、背景画像の境界 を

ぼか した り、 モーフイング技術 を用いて背景画像 を変形 させた りしてか ら合

成する。

[01 92] 半透明化 して合成する処理 は、合成対象である右 目用画像の背景画像の画

素 と、非合成対象である右 目用画像の物体 B の画素 との間の重み付 けを既定

し、 この重み付 けで右 目用画像の背景画像 を右 目用画像の物体 B に重畳する



ことによって行 うことがで きる。重み付 けは設定が可能であ り、重み付 けを

変えることによ り半透明化の度合い （以下、透過率 という）を変えることが

で きる。 これによ り、右 目用画像 に背景画像が半透明化 して合成 される。

[01 93] ステ ップ S 2 5 において、背景抽出部 1 5 4 A は、 ステ ップ S 2 4 と同様

の方法 によ り、右 目用画像か ら左 目用画像の背景画像 を抽出 し、画像合成部

1 5 5 は左 目用画像 に左 目用画像の背景画像 を半透明化 して合成する。 ステ

ップ S 2 5 は、図 1 1 B に示すように主要被写体の視差量が 0 となるような

視差ず らしが行われた右 目用画像、左 目用画像 に対 して行われる。

[01 94] すなわち、背景抽出部 1 5 4 A は、左 目用画像か ら対象被写体像 （ここで

は物体 B の画像）をその周辺の画像 を含めて抽出 し、抽出された物体 B の周

辺の画像 と同等の画像 を含む領域 を右 目用画像か らパ ター ンマ ッチ ング法 に

よ り検索 し、右 目用画像か ら検索 された領域のなかか ら、左 目用画像の背景

画像 を抽出する。 そ して、画像合成部 1 5 5 A は、左 目用画像の背景画像 を

左 目用画像の物体 B の画像 に重ねて合成する。 これによ り、図 1 1 G に示す

ように、左 目用画像 に背景画像が半透明化 して合成 される。

[01 95] ステ ップ S 2 1 において、 ステ ップ S 1 8 、 S 2 4 と平行 して、画像合成

部 1 5 5 A は、図 1 1 H、 1 1 I (図 8 C 、 8 D と同一）に示すように、左

目用画像 に対象被写体像 を半透明化 して合成することで、左 目用画像 に対象

被写体像 を二重表示 させる。合成する位置は、右 目用画像 における対象被写

体の位置である。 これによ り、右 目用画像 に物体 B の画像が二重表示 される

。 ステ ップ S 2 1 は、図 1 1 B に示すように主要被写体の視差量が 0 となる

ような視差ず らしが行われた右 目用画像、左 目用画像 に対 して行われる。

[01 96] ステ ップ S 2 2 において、画像合成部 1 5 5 A は、 ステ ップ S 2 1 と同様

の方法 によ り、右 目用画像 に対象被写体像 を半透明化 して合成することで、

図 1 1 J (図 8 E と同一）に示すように右 目用画像 に対象被写体像 を二重表

示 させる。合成する位置は、左 目用画像 における対象被写体の位置である。

これによ り、右 目用画像 に物体 B の画像が二重表示 される。なお、 ステ ップ

S 2 2 は、 ステ ップ S 2 と同様、図 1 1 B に示すように主要被写体の視差



量が 0 となるような視差ずらしが行われた右目用画像、左目用画像に対 して

行われる。

[01 97] ステップS 2 6 において、画像合成部 1 5 5 A は、ステップS 2 4 、 S 2

5 で背景画像が半透明化 して合成された右目用画像及び左目用画像、及びス

テツプS 、 2 2 で対象被写体像が二重表示された右目用画像及び左目用

画像を立体画像生成部 1 3 3 に出力する。

[01 98] 立体画像生成部 1 3 3 は、ステツプS で物体 B の画像が二重表示され

た左目用画像と、ステップS 2 5 で背景画像が半透明化 して合成された左目

用画像とを合成する。これにより、図 1 1 K に示すように、左目用画像に表

示された 2 つの物体 B の画像がそれぞれ半透明化される。また、立体画像生

成部 1 3 3 は、ステップS 2 2 で物体 B の画像が二重表示された右目用画像

と、ステップS 2 4 で背景画像が半透明化 して合成された右目用画像とを合

成する。これにより、図 1 1 K に示すように、右目用画像に表示された 2 つ

の物体 B の画像がそれぞれ半透明化される。

[01 99] 立体画像生成部 1 3 3 は、並列表示された対象被写体像 （ここでは物体 B

の画像）がそれぞれ半透明化された右目用画像及び左目用画像をモニタ 1 6

で立体表示が可能なように加工 し、 ビデオエンコーダ 1 3 4 を介 してモニタ

6 に出力する。

[0200] これにより、図 1 1 K に示すように、物体 B が半透明で二重表示された右

目用画像及び左目用画像がモニタ 1 6 に表示され、立体表示が行われる （1

枚画像の再生）。モニタ 1 6 に表示された右目用画像及び左目用画像には、

撮影された物体 B が含まれているため、物体 B は立体表示される。 しか しな

がら、立体表示に用いられる物体 B は半透明化されているため、ユーザ一が

物体 B に視線をもっていかなくなる。また、立体表示に用いられる物体 B に

並んで立体表示に用いられない物体 B が半透明で表示されているため、ュ一

ザ一の意識が分断される。そのため、物体 B の立体感を和らげることができ

る。

[0201 ] 本実施の形態によれば、対象被写体が三次元に見えにくくなるため、過度



な飛びだし感をもつて表示される被写体の立体感を和らげることができる。

そのため、ユーザ一の眼疲労を軽減させることができる。

[0202] なお、本実施の形態では、左目用画像及び右目用画像に対象被写体像を半

透明化 して並列表示することにより2 D処理を行なったが、対象被写体像を

半透明化 して並列表示するのは左目用画像、右目用画像のどちらかでもよい

。例えば、図 1 2 に示すように、左目用画像のみ対象被写体像を半透明化 し

て並列表示 し、右目用画像から対象被写体像を削除 してもよい。この場合に

は、図 1 0 のステップS 2 4 ~ S 2 2 の処理の代わりに、右目用画像から背

景画像を抽出して対象被写体を削除 し （ステップS 1 8 ) 、左目用画像に背

景画像を半透明化 して合成 して対象被写体像を半透明化 し （ステップS 5

) 、左目用画像に対象被写体像を半透明化 して合成 して左目用画像に対象被

写体を二重表示させる （ステップS 2 1 ) 処理を行えばよい。または、図 1

0 のステップS 2 6 の処理の代わりに、ステップS 2 1 で対象被写体像が二

重表示された左目用画像と、ステップS 2 5 で背景画像が半透明化 して合成

された左目用画像とを合成 した画像、すなわち並列表示された2 つの対象被

写体像がそれぞれ半透明化された左目用画像と、ステップS 1 8 で対象被写

体像が削除された右目用画像とをモニタ 1 6 で立体表示が可能なように加工

し、ビデオエンコーダ 1 3 4 を介 してモニタ 1 6 に出力する処理を行えばよ

い。

[0203] また、図 1 2 に示す変形例において、左目用画像に並列表示された対象被

写体像のうち、右目用画像の位置に表示された対象被写体像のみを半透明化

するようにしてもよい。この場合には、図 1 0 のステップS 2 4 からS 2 2

の処理の代わりに、右目用画像から背景画像を抽出して対象被写体像を削除

し （ステップS 1 8 ) 、左目用画像に対象被写体像を半透明化 して合成 して

左目用画像に対象被写体を二重表示させ （ステップS 2 1 ) 、これらをモニ

タ 1 6 で立体表示が可能なように加工 し、ビデオエンコーダ 1 3 4 を介 して

モニタ 1 6 に出力するようにすればよい。

[0204] また、本実施の形態において、対象被写体像を半透明化 して合成するとき



の透過率を対象被写体の大きさに基づいて変更するようにしてもよい。例え

ば、対象被写体の大きさが大きくなるにつれて透過率を高くすることが考え

られる。これは、画像合成部 1 5 5 A がずれベクトル算出部 1 5 2 で抽出さ

れた対象被写体の大きさを取得し、画像合成部 1 5 5 A の図示しない記憶領

域に記憶された対象被写体の大きさと透過率との関係に基づいて透過率を決

定するようにすればよい。これは、第3 の実施の形態のみでなく、第 2 の実

施の形態及び第3 の実施の形態の変形例にも適用できる。

[0205] なお、第 1から第3 の実施の形態は、多眼デジタルカメラのモニタ 1 6 に

表示させるときの処理を例に説明したが、多眼デジタルカメラ等で撮影され

た画像を携帯型のパソコンや立体表示が可能なモニタ等の表示装置に出力し

、携帯型のパソコンや立体表示が可能なモニタで画像を立体視する場合にも

適用可能である。すなわち、本発明は、多眼デジタルカメラ、表示装置など

の装置に適用してもよいし、これらの装置にインスト一ルされ、実行される

プログラムにも適用できる。

[0206] また、第 1から第3 の実施の形態は、多眼デジタルカメラのモニタ 1 6 と

いう小型で持ち運びが可能な表示装置を例に説明したが、テレビ、スクリ一

ン等の大型の表示装置にも適用できる。ただし、本発明は、小型の表示装置

のほうがより効果がある。

[0207] また、第 1から第3 の実施の形態では、静止画を撮影する場合を例に説明

したが、本発明はスルー画像や動画を撮影する場合にも適用できる。スルー

画像や動画の場合には、静止画の場合と同じ方法により主要被写体を選択し

てもよいし、追跡中の動体 （ュ一ザ一による選択等）を主要被写体としても

よい。また、静止画撮影時に、静止画撮影の前に行なわれたスル一画像撮影

中に追跡していた動体を静止画撮影時の主要被写体としてもよい。

[0208] また、動画撮影時には、対象被写体の候補のずれベクトルの大きさが所定

の閾値以上であるときに対象被写体と判定する処理 （ステップS 1 5 ) に代

えて、対象被写体の候補のずれべクトルの大きさが所定の閾値以上となる状

況がー定時間継続した場合に対象被写体と判定するようにしてもよい。これ



によ り、対象被写体の候補 のずれべ ク トルの大 きさが所定の閾値近辺 を前後

することによ り、 2 重表示がされた りされなか った りするとい うハ ンチ ング

を防止することがで きる。

[0209] 本発明は、 プログラムによっても実現可能である。 この場合、本発明に係

る立体画像表示処理 をコンピュータに実施 させ るプログラムを用意 し、 この

プログラムをコンピュータにイ ンス トールする。 そ して、 コンピュータで こ

の プログラムを実行 させ る。 また、本発明に係 る立体画像表示処理 をコンビ

ュ一夕に実施 させ るプログラムを記録媒体 に記録 し、 この 記録媒体 を介 して

該 プログラムをコンピュータにィ ンス 卜一ルすることも可能である。記録媒

体 と して、例 えば、光磁 気デ ィスク、 フ レキシブルデ ィスク、 メモ リ一チ ッ

プ等が挙 げ られ る。

符号の説明

[021 0] ：多眼デジタル カメラ、 1 0 : カメラボデ ィ、 1 1 ：ノく' リア、 1 2 : 右

撮像系、 1 3 ：左撮像系、 1 4 ：フラ ッシュ、 1 5 ：マイク、 1 6 : モニ タ

、 2 0 : レ リーズスィ ッチ、 2 1 ：ズ一厶ボタン、 2 2 : モー ドボタン、 2

3 : 視差調整 ボタン、 2 4 ：2 D / 3 D 切 り替 えボタン、 2 5 : M E N U /

0 K ボ タ ン、 2 6 ：十字ボタン、 2 7 ：D I S P / B A C K ボ タ ン、 1 1 0

：C P U 、 : 操 作部、 1 1 4 : S D R A M 、 1 1 6 : V R A M 、 1 1

8 : A F 検 出部、 1 2 0 ：A E / A W B 検 出部、 1 2 2 、 1 2 3 ：撮像素子

、 1 2 4 、 1 2 5 : C D S / A M P 、 1 2 6 、 1 2 7 ：A / D 変換器、 1 2

8 ：画像入力 コン 卜ローラ、 1 3 0 : 画像信号処理部、 1 3 3 : 立体画像生

成部、 1 3 2 : 圧縮伸張処理部、 1 3 4 : ビデオエ ン コーダ、 1 3 5 ：3 D

/ 2 D 変換部、 1 3 6 ：メデ ィアコン トローラ、 1 4 0 : 記録 メデ ィア、 1

3 8 ：音入力処理部、 1 4 2 、 1 4 3 ：フ ォー カ ス レンズ駆動部、 1 4 4 、

4 5 : ズーム レンズ駆動部、 1 4 6 、 4 7 : 絞 り駆動部、 1 4 8 、 1 4

9 ：タイ ミングジェネ レータ （T G ) 、 1 5 1 : 視差量算 出部、 1 5 2 : ず

れべ ク トル算 出部、 1 5 3 : 3 D 不適切物体判定 / 抽 出部、 1 5 4 、 1 5 4

A ：背景抽 出部、 1 5 5 、 5 5 A ：画像合成部



請求の範囲

[ 請求項 1] 左 目用画像及び右 目用画像 を取得する取得部 と、

前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を立体画像 と して認識可能 に表

示 させる表示部 と、

前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を前記表示部 に表示 させた時に

、前記表示部の表示面か ら飛び出す方向の視差 を有する被写体 （以下

、対象被写体 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のそれぞ

れか ら抽出する対象被写体抽出部 と、

前記対象被写体抽出部 によ り抽出された前記対象被写体 に基づいて

前記左 目用画像及び前記右 目用画像 に対 して画像処理 を行 う画像処理

部であ って、前記左 目用画像 における前記対象被写体の位置及び前記

右 目用画像 における前記対象被写体の位置の 2 つの位置 に前記対象被

写体の画像 （以下、対象被写体像 という）を表示 させる処理 （以下、

前記対象被写体像 を二重表示 させる処理 という）を前記左 目用画像及

び前記右 目用画像のいずれか一方 （以下、第 1 の画像 という）に対 し

て行 うと共 に、前記左 目用画像及び前記右 目用画像の うちの前記第 1

の画像以外の画像 （以下、第 2 の画像 という）か ら前記対象被写体像

を削除する処理 を行 う、又は前記対象被写体像 を二重表示 させる処理

を前記左 目用画像及び前記右 目用画像 に対 して行 う画像処理部 と、

前記画像処理部 によ り画像処理が行われた左 目用画像及び右 目用画

像 を前記表示部 に表示 させる表示制御部 と、

を倫 える立体画像表示装置。

[ 請求項 2 ] 前記対象被写体抽出部 は、前記表示部の表示面か ら飛び出す方向の

視差が所定の大 きさ以上である被写体 を前記対象被写体 と して抽出す

る請求項 1 に記載の立体画像表示装置。

[ 請求項 3 ] 前記左 目用画像及び前記右 目用画像か ら主要被写体 を抽出する主要

被写体抽出部 と、

前記左 目用画像 における前記主要被写体の位置 と、前記右 目用画像



における前記主要被写体の位置 とがー致するように前記左 目用画像又

は前記右 目用画像 を水平方向にず らす ことで視差ず らしを行 う視差ず

らし部 とを、 さ らに備 え、

前記対象被写体抽出部 は、前記視差ず らし部 によ り視差ず らしが行

われた後の左 目用画像又は右 目用画像のそれぞれか ら前記対象被写体

を抽出 し、

前記画像処理部 は、前記視差ず らし部 によ り視差ず らしが行われた

後の左 目用画像 における前記対象被写体の位置及び前記視差ず らし部

によ り視差ず らしが行われた後の右 目用画像 における前記対象被写体

の位置の 2 つの位置 に前記対象被写体像 を表示 させることで前記対象

被写体像 を二重表示 させる、請求項 1 又は 2 に記載の立体画像表示装

置。

[ 請求項 4 ] 前記左 目用画像及び前記右 目用画像か ら所定の被写体 を抽出 し、前

記所定の被写体の前記第 1 の画像 における位置 に対する前記第 2 の画

像 における位置のずれを示すずれべ ク 卜ル を前記所定の被写体のずれ

べ ク トル と して算出する処理 を前記左 目用画像及び前記右 目用画像 に

含 まれる全ての被写体 に対 して行 うずれべ ク トル算出部 をさ らに備 え

前記対象被写体抽出部 は、前記ずれべ ク トル算出部 によ り算出され

たずれべ ク トル に基づいて前記対象被写体 を抽出する、請求項 1 か ら

3 のいずれかに記載の立体画像表示装置。

[ 請求項 5 ] 前記画像処理部 は、

前記第 1 の画像か ら前記対象被写体像 を抽出 し、 この前記第 1 の画

像か ら抽出された対象被写体像か ら前記ずれべ ク トル算出部 によ り前

記対象被写体 に対 して算出されたずれべ ク トルだけ移動 させた位置 に

前記対象被写体像 を合成することで、前記第 1 の画像 に前記対象被写

体像 を二重表示 させる装置 と、

前記第 2 の画像か ら前記対象被写体像及びその周囲の画像 を抽出 し



、 この前記第 2 の画像か ら抽出された周囲の画像 に基づいて前記第 2

の画像 における前記対象被写体の背景 （以下、背景画像 という）を前

記第 1 の画像か ら抽出 し、 この前記第 1 の画像 よ り抽出された背景画

像 を前記第 2 の画像の前記抽出された対象被写体像 に重ねて合成する

ことで前記第 2 の画像か ら前記対象被写体像 を削除する装置 と、

を有する、請求項 4 に記載の立体画像表示装置。

[ 請求項 6] 前記画像処理部 は、前記第 1 の画像か ら前記対象被写体像 を抽出 し

、 この前記第 1 の画像か ら抽出された対象被写体像か ら前記ずれべ ク

トル算出部 によ り前記対象被写体 に対 して算出されたずれべ ク トルだ

け移動 させた位置 に前記対象被写体像 を半透明化 して合成することで

、前記第 1 の画像 に前記対象被写体像 を二重表示 させる、請求項 5 に

記載の立体画像表示装置。

[ 請求項7] 前記画像処理部 は、前記第 1 の画像か ら前記対象被写体像 を抽出 し

、 この前記第 1 の画像か ら抽出された対象被写体像か ら前記ずれべ ク

トル算出部 によ り前記対象被写体 に対 して算出されたずれべ ク トル （

以下、対象被写体のずれベ ク トル という）だけ移動 させた位置 に前記

対象被写体像 を半透明化 して合成すると共 に、前記第 2 の画像か ら前

記対象被写体像 を抽出 し、 この前記第 2 の画像か ら抽出された対象被

写体像か ら前記対象被写体のずれべ ク トルの大 きさだけ前記対象被写

体のずれべ ク トル と反対方向に移動 させた位置 に前記対象被写体像 を

半透明化 して合成することで、前記第 1 の画像及び前記第 2 の画像 に

前記対象被写体像 を二重表示 させる、請求項 4 に記載の立体画像表示

装置。

[ 請求項8] 前記画像処理部 は、

前記第 1 の画像か ら前記対象被写体像 を抽出 し、 この前記第 1 の画

像か ら抽出された対象被写体像か ら前記ずれべ ク トル算出部 によ り前

記対象被写体 に対 して算出されたずれベ ク トル （以下、対象被写体の

ずれべ ク トル という）だけ移動 させた位置 に前記対象被写体像 を半透



明化 して合成すると共 に、前記第 2 の画像か ら前記対象被写体像 を抽

出 し、 この前記第 2 の画像か ら抽出された対象被写体像か ら前記対象

被写体のずれべ ク トルの大 きさだけ前記対象被写体のずれべ ク トル と

反対方向に移動 させた位置 に前記対象被写体像 を半透明化 して合成す

る装置 と、

前記第 2 の画像か ら前記対象被写体像及びその周囲の画像 を抽出 し

、 この前記第 2 の画像か ら抽出された周囲の画像 に基づいて前記第 2

の画像 における前記対象被写体の背景 （以下、背景画像 という）を前

記第 1 の画像か ら抽出 し、前記第 1 の画像か ら抽出された背景画像 を

半透明化 して前記第 2 の画像の前記抽出された対象被写体像 に重ねて

合成すると共 に、前記第 1 の画像か ら前記対象被写体像及びその周囲

の画像 を抽出 し、 この前記第 1 の画像か ら抽出された周囲の画像 に基

づいて前記第 1 の画像 における背景画像 を前記第 2 の画像か ら抽出 し

、 この前記第 2 の画像か ら抽出された背景画像 を半透明化 して前記第

1 の画像の前記抽出された対象被写体像 に重ねて合成する装置 と、

を有する、請求項 4 に記載の立体画像表示装置。

[ 請求項 9] 前記画像処理部 は、前記半透明化の度合いを前記対象被写体の大 き

さに基づいて変更する、請求項 6 か ら 8 のいずれかに記載の立体画像

表示装置。

[ 請求項 10] 左 目用画像及び右 目用画像 を取得するステ ップと、

前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を立体画像 と して認識可能 に表

示 させる表示部 に前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を表示 させた時

に、前記表示部の表示面か ら飛び出す方向の視差 を有する被写体 （以

下、対象被写体 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のそれ

ぞれか ら抽出するステ ツプと、

前記抽出された対象被写体 に基づいて前記左 目用画像及び前記右 目

用画像 に対 して画像処理 を行 うステ ップであ って、前記左 目用画像 に

おける前記対象被写体の位置及び前記右 目用画像 における前記対象被



写体の位置の 2 つの位置 に前記対象被写体の画像 （以下、対象被写体

像 という）を表示 させる処理 （以下、前記対象被写体像 を二重表示 さ

せる処理 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のいずれか一

方 （以下、第 1 の画像 という）に対 して行 うと共 に、前記左 目用画像

及び前記右 目用画像の うちの前記第 1 の画像以外の画像 （以下、第 2

の画像 という）か ら前記対象被写体像 を削除する処理 を行 う、又は前

記対象被写体像 を二重表示 させる処理 を前記左 目用画像及び前記右 目

用画像 に対 して行 うステ ツプと、

前記画像処理が行われた左 目用画像及び右 目用画像 を前記表示部 に

表示 させるステ ツプと、

を倫 える立体画像表示方法。

[ 請求項 11] コンピュー夕で実行可能な命令 を含むコンピュータブ口グラムであ

つて、

左 目用画像及び右 目用画像 を取得する機能 と、

前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を立体画像 と して認識可能 に表

示 させる表示部 に前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を表示 させた時

に、前記表示部の表示面か ら飛び出す方向の視差 を有する被写体 （以

下、対象被写体 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のそれ

ぞれか ら抽出する機能 と、

前記抽出された対象被写体 に基づいて前記左 目用画像及び前記右 目

用画像 に対 して画像処理 を行 う機能であ って、前記左 目用画像 におけ

る前記対象被写体の位置及び前記右 目用画像 における前記対象被写体

の位置の 2 つの位置 に前記対象被写体の画像 （以下、対象被写体像 と

いう）を表示 させる処理 （以下、前記対象被写体像 を二重表示 させる

処理 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のいずれか一方 （

以下、第 1 の画像 という）に対 して行 うと共 に、前記左 目用画像及び

前記右 目用画像の うちの前記第 1 の画像以外の画像 （以下、第 2 の画

像 という）か ら前記対象被写体像 を削除する処理 を行 う、又は前記対



象被写体像 を二重表示 させる処理 を前記左 目用画像及び前記右 目用画

像 に対 して行 う機能 と、

前記画像処理が行われた左 目用画像及び右 目用画像 を前記表示部 に

表示 させる機能 と、

を 1 以上のコンピュータに実現 させることがで きる、 コンピュータプ

ログラム。

[ 請求項 12 ] コンピュータで実行可能な命令 を含むコンピュータプログラムを記

録 した、 コンピュータで読み取 り可能な記録媒体であ って、前記 コン

ピュ一タプログラムは、

左 目用画像及び右 目用画像 を取得する機能 と、

前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を立体画像 と して認識可能 に表

示 させる表示部 に前記左 目用画像及び前記右 目用画像 を表示 させた時

に、前記表示部の表示面か ら飛び出す方向の視差 を有する被写体 （以

下、対象被写体 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のそれ

ぞれか ら抽出する機能 と、

前記抽出された対象被写体 に基づいて前記左 目用画像及び前記右 目

用画像 に対 して画像処理 を行 う機能であ って、前記左 目用画像 におけ

る前記対象被写体の位置及び前記右 目用画像 における前記対象被写体

の位置の 2 つの位置 に前記対象被写体の画像 （以下、対象被写体像 と

いう）を表示 させる処理 （以下、前記対象被写体像 を二重表示 させる

処理 という）を前記左 目用画像及び前記右 目用画像のいずれか一方 （

以下、第 1 の画像 という）に対 して行 うと共 に、前記左 目用画像及び

前記右 目用画像の うちの前記第 1 の画像以外の画像 （以下、第 2 の画

像 という）か ら前記対象被写体像 を削除する処理 を行 う、又は前記対

象被写体像 を二重表示 させる処理 を前記左 目用画像及び前記右 目用画

像 に対 して行 う機能 と、

前記画像処理が行われた左 目用画像及び右 目用画像 を前記表示部 に

表示 させる機能 と、



を 1 以上のコンピュータに実現 させることがで きる、記録媒体。
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